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広報さいかい 2015年11月号

特集

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

９
月
上
旬
か
ら
１０
月
中
旬
に
か
け
て
、
市
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
で
運
動

会
、
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
様
々
な
競
技
に
取
り
組
ん
で
、
朝
か
ら
気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▲9月7日 大崎中・高合同

▲9月13日 面高郷民運動会

▲9月27日 平島大運動会

▲10月11日 瀬戸地区民運動会

▲9月13日 中浦郷民運動会

▲9月27日 雪浦小学校

▲10月4日 大島幼稚園

▲10月11日 大島町体育祭
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私のまちの財政状況は良いの？ 悪いの？
●平成２６年度 財政健全化法に基づく健全化判断比率等を公表します
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、市町村の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全
化や再生の必要性を判断するために次の５つの指標を「健全化判断比率」と定めています。毎年、この比
率は監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表することになっています。
この制度では、自治体の財政破綻を未然に防ぐための基準が設定され、「早期健全化基準」と「財政再
生基準」の２段階で財政悪化の具合をチェックします。この基準を超えると財政の健全化に向けた計画を
策定し、自主的もしくは国の関与を受けながら改善に取り組むこととなります。

経営健全化基準
２０．００
２０．００
２０．００
２０．００
２０．００
２０．００

資金不足比率
―
―
―
―
―
―

会 計
水道事業会計
工業用水道事業会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
交通船特別会計
工業団地整備事業特別会計

財政再生基準

２０．００
３０．００
３５．０
―

早期健全化基準

１２．８８
１７．８８
２５．０
３５０．０

（Ａ）－（Ｂ）

―
―
△２．７
―

西海市の比率
Ｈ２５年度（Ｂ）

―
―
６．７
―

Ｈ２６年度（Ａ）
―
―
４．０
―

区 分

① 実質赤字比率
② 連結実質赤字比率
③ 実質公債費比率
④ 将来負担比率

●西海市の状況は…？
平成２６年度決算に基づく５つの比率は、どれも早期健全化基準、財政再生基準を下回っており、
財政状況は、“良好な状態”と言えます。
①実質赤字比率
一般会計の年間の収支が「赤字」なのか、「黒字」なのかを示しています。昨年度と同様に黒字であり、
赤字ではないので比率なしとなり「―」と表示しています。
②連結実質赤字比率
市の全会計の年間の収支を合算し「赤字」なのか、「黒字」なのかを示しています。昨年度と同様に黒字
であり、赤字ではないので比率なしとなり「―」と表示しています。
③実質公債費比率
市の全会計の借金返済等の経費が、市税等の標準的な年間の収入に対する割合を示しています。今年度の

比率は４．０％で、昨年度より２．７ポイント改善されています。
④将来負担比率
市の借金残高等、将来に負担しなければならない負債が、市税等の標準的な年間の収入に対する割合を示

しています。昨年度と同様に比率なしとなり「―」と表示しています。地方債の繰り上げ償還等により、負
債である借金の残高を抑制しており、基金等の借入金の返済に充てることのできる充当可能財源が借入金残
高を上回っていることが主な要因です。
⑤資金不足比率
公営企業会計ごとに年間の資金の不足額が、事業の規模に対してどの程度なのかを示しています。昨年度

と同様に資金の不足はありませんので、比率なしとなり「―」と表示しています。

●健全化判断比率等 （単位：％）

⑤資金不足比率 （単位：％）

広報さいかい 2015年11月号

まちづくり

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

3



 合　計
248億
2,193万円

自主財源
（26.3%）%）

依存財源
（73.7%）%）

市 税
38億3,055万円

(15.4%)

その他
使用料、手数料、
負担金、繰越金など
26億9,176万円
（10.9%）

地方交付税
89億9億1,590万円
（35.9%）%）

国からの補助金など
41億4,058万円
（16.7%)

県からの補助金など
14億6,624万円
（5.9%）

市 債
37億7,690万円
（15.2%）
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一
般
会
計
決
算

人口１人当たり基金残高（県内１３市比較）人口１人当たり地方債残高（県内１３市比較）

自主財源…市が自主的に得ることができる収入で、市税、使用料および手数料、諸収入などがあります。
依存財源…地方交付税や国・県支出金など、国や県から入ってくるお金や、市の借金である市債などです。
市 税…個人市民税、法人市民税、固定資産税、軽自動車税など、市へ納付される税金です。
地方交付税…国が徴収した税金から、全国の自治体が同水準の事務が行えるよう、一定の基準により国から交付され

るお金のことです。
国・県からの補助金…国や県から使用目的を特定して交付されるお金のことです。
市 債…建物建設や道路整備など多額の費用がかかる場合に、国や銀行などから長期的に借りるお金のことです。
基 金…年度間の財源調整や市債の返済、教育や産業の振興などの事業に充てるために積み立てられたお金（貯金）

のことです。

平 成

26
年 度

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

平
成
２６
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
こ
の
１
年
間
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

〜
西
海
市
の
財
政
事
情
は
？
〜

用語の説明

税収の減等に伴う普通交付税の増（６億７，６８９万円の増）、
ごみ処理施設整備事業やリサイクル推進施設整備事業等の大
型事業に伴う、市債発行額の増（１１億３，８８０万円の増）、大型
事業への国庫補助金や臨時福祉給付金等に伴う、国庫支出金
の増（１２億５，７１７万円の増）などの要因により、前年度比３６
億２８１万円の増となりました。

市民の皆さまのご協力のもと、合併から一貫して行財政運営の効率化に取
組んだ結果、西海市の財政状況は改善されてきました。しかしながら、西海
市の収入の約３５％を占める地方交付税の段階的引き下げが平成２８年度から始
まります。そうした中においても、今後、市営住宅建設事業や橋梁長寿命化
事業等の大型事業などを計画的に実施していかなければなりません。今後も
引き続き、行財政改革を進めていき健全な財政運営に努めていきます。
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総務費
住民票や戸籍、税務、など市の全般
的な運営に
30億2,292万円(12.6％)
※10万959円 

消防費
火災や台風などの防災活動に
6億3,086万円(2.6％)
※2万1,069円 

農林水産業費
農林水産業の振興に
10億1,903万円(4.3％)
※3万4,033円 

その他
議会費、労働費、災害復旧費な
どに
3億3,588万円(1.4％)
※1万1,218円 

商工費
商工業や観光業の振興に
3億1,073万円(1.3％)
※1万378円 

合 計
239億5,034万円
※79万9,891円

民生費
子どもや高齢者、障がい者など社会福
祉などに
66億1,018万円(27.6％)
※22万766円 

衛生費
保健医療やごみ処理などに
43億6,849万円(18.2％)
※14万5,898円 

公債費
市の借金の返済金などに
45億4,028万円(19.0％)
※15万1,636円 

教育費
学校教育や生涯学習、文化・ス
ポーツの振興などに
15億1,873万円(6.3％)
※5万723円 

土木費
道路や河川の整備などに
15億9,324万円(6.7％)
※5万3,211円 

歳出歳出

平均

最大

最小
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特 別 会 計 決 算
歳 出

４４億２，２２５万円
２億４，４９１万円
３億５，１１３万円
９億８，７４８万円
１４億２，２４２万円
１億１，４０３万円
３４億９，０２７万円

２，３０６万円
３億１０９万円

歳 入
４７億８７０万円
２億６，９５６万円
３億５，４２７万円
１０億１，９７１万円
１４億５，３３４万円
１億２，１９９万円
３６億９０７万円
２，８３７万円
３億１０９万円

会 計 名
国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（直診勘定）
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道
下 水 道
交 通 船
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
工 業 団 地 整 備

企 業 会 計 決 算
歳 出

２億４，０６７万円
１億９，０７９万円
１億６２５万円

７０３万円

歳 入
２億３，１６３万円
１億２，８７３万円
１億２７万円

０万円

会 計 名
収益的収支
資本的収支
資本的収支
収益的収支

水 道 事 業

工業用水道事業

毎年増加している生活保護費や障害福祉サービス費などの民生費が２７．６％を占め、最も多くなってい
ます。また、２番目に公債費が１９．０％を占めています。これは市債の繰上返済（２０億９，７５５万円）を実
施したことが主な要因となっています。

歳入額には一般会計から繰出金
（赤字補てんなど）も含まれてい
るため、今後も収入の確保、支出
の抑制が必要になります。

【経常収支比率】支出のうち標準的な行政サービスを行うために常に必
要とする経費の割合。低い方が、自由にお金を使うことができます。

【財政力指数】標準的な行政運営経費を自らの収入で賄うことができる
割合。高い方が、財政力があると言えます。
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収入
２億１，５６８万円

支出
２億３，５９５万円

水道料金等

１億９，５80万円（90.78%）

人件費、修繕費等の施設を維持し水を送るための費用

１億９，８０５万円（83.94%）

制度改正による引当金
１，４４６万円（6.13%）

制度改正によるみなし償却戻入等

１，９８２万円（9.19%）

不足額（赤字）
２，０２7万円

借入金の利息等の支払い
２，３４４万円（9.93%）

その他
６万円（0.03%）

平
成
２７
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
西
海
市
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
２６
年
度

水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
事
業
会
計
は
、
水
道
事
業
の
経
営
活

動
に
関
す
る
収
支
で
あ
る
「
収
益
的
収
支
」
と
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
に
係
る
収
支
で
あ

る
「
資
本
的
収
支
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
決
算
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
に

分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
収
益
的
収
支
の
決
算
（
税
抜
）】

収
益
の
合
計
は
、
２
億
１
、
５
６
８
万
円
。

内
訳
は
、
営
業
収
益
（
水
道
料
金
等
）
が
全

体
の
９０
・
７８
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い
で

営
業
外
収
益
（
長
期
前
受
金
戻
入
等
）、
特

別
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収
益
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
１
、１
９
６
万
円
、５
・

８７
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
み
な
し
償
却
制

度
の
廃
止
に
伴
う
長
期
前
受
金
戻
入
の
増
加

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

費
用
の
合
計
は
、
２
億
３
、
５
９
５
万
円
。

内
訳
は
、
減
価
償
却
費
が
最
も
多
く
３５
・
３９

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
人
件
費
、
委

託
料
、
動
力
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

費
用
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
３
、
４
９
８

万
円
、
１７
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
み

な
し
償
却
制
度
の
廃
止
に
伴
う
減
価
償
却
費

の
増
加
、
電
気
料
の
値
上
げ
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

水
道
事
業
の
本
来
の
営
業
活
動
の
結
果
を

表
す
営
業
損
益
は
、
減
価
償
却
費
等
の
営
業

費
用
が
増
加
し
２
２
５
万
円
の
営
業
損
失
と

な
り
ま
し
た
。
営
業
外
収
益
お
よ
び
費
用
を

加
え
た
経
常
損
益
は
、
５
８
７
万
円
の
経
常

損
失
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
利
益
お
よ
び
特

別
損
失
を
加
え
た
最
終
的
な
当
年
度
純
損
失

は
２
、
０
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
人
口

減
少
等
に
よ
り
収
益
的
収
支
の
不
足
額
は

年
々
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

今
後
の
各
種
費
用
の
上
昇
や
会
計
統
合
等
に

よ
る
事
業
費
を
考
慮
し
ま
す
と
収
支
の
抜
本

的
な
改
善
が
必
要
で
す
。

収
支
の
抜
本
的
改
善
が
必
要

平
成
２６
年
度
西
海
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

水をお届けするための経費とその財源（収益的収支：税抜）

水道事業会計はピンチです‼
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国からの借入金

１億２，１３０万円（94.23%）

水道施設や配水管布設、布設替工事等にかかる費用

１億４，０４３万円（78.21%）

借入金の
元金返済
３，９１３万円
（21.79%）

収入
１億２，８７３万円

支出
１億７，９５６万円

工事負担金

７４３万円（5.77%）

不足額５，０８３万円
（前年度の積立金等で補てんします）

【
資
本
的
収
支
の
決
算
（
税
抜
）】

収
入
の
合
計
は
、
１
億
２
、
８
７
３
万
円
。

内
訳
は
、
企
業
債
が
９４
・
２３
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
、
次
い
で
工
事
負
担
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
３
、
８
８
０

万
円
、
４３
・
１４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
債
の
増
加
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

支
出
の
合
計
は
、
１
億
７
、
９
５
６
万
円
。

内
訳
は
、
建
設
改
良
費
（
水
道
管
の
布
設
な

ど
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
）
が
７８
・
２１

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
企
業
債
償
還

金
（
借
入
金
の
元
金
償
還
額
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。前
年
度
と
比
較
す
る
と
、４
、２
２
５

万
円
、
３０
・
７７
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
、
建
設
改
良
費
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
額
が

資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
５
、

０
８
３
万
円
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
等
で

補
填
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
２６
年
度
末
に
お
け
る
企
業
債

の
未
償
還
元
金
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
当
年
度
に
お
け
る
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
は
、
１
７
１
万
円
の
還
付
と
な
り

ま
し
た
。

水道の施設を作るための経費とその財源（資本的収支：税抜）

２６年度

８８，６６６

３５，６４０

１２４，３０６

２５年度

７９，１６８

３６，９２１

１１６，０８９

２４年度

７３，４３９

３８，１７６

１１１，６１５

財 務 省 財 政 融 資

地方公共団体金融機構

合 計

表１ 企業債未償還元金 （単位：万円）

※水道事業会計は、民間企業の会計基準と同様の公営企業会計を適用して独立採算制で運
営し、一般会計からの繰入金等はありません。
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市職員の給与を
　　　公表します
市職員の給与を
　　　公表します
市職員の給与を
　　　公表します

市では、職員の給与および定員管理の適正化による人件費抑制に努めていますが、市民の皆さんのより一層
のご理解とご協力を得るため、市職員の給与および部門別職員数等を公表します。

１．人件費の状況（普通会計決算）
（参考）
２５年度の
人件費率

％
１４．６

人件費率
Ｂ／Ａ

％
１２．３

人件費
Ｂ

千円
２，９４３，５０３

実質収支

千円
７７２，２０３

歳出額
Ａ

千円
２４，０２１，５５５

住民基本台帳人口
（２６年度末）

人
２９，６９３

区分

２６年度

（平成２７年４月１日現在「給与実態調査」による）

経験年数
２０年
３５１，９００円
２９９，５００円
－

２５８，８００円
（注）◎給与実態調査とは、毎年４月１日を調査期日とし各自治体が国に報告している調査です。

◎一般行政職とは、税務職、医師、看護師、保健師、船員、企業職および技能労務職を除き、主に一般事務の職種をいいます。

１５年
２９２，８００円
２５４，７００円
－

２３３，６００円

１０年
２４７，７００円
２０８，６００円
－

１９５，９００円

初任給

１７４，２００円
１４２，１００円
－

１３９，５００円

２．職員の平均給料月額と初任給の状況

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

平均給料月額

３２８，４００円

３２３，６００円

平均
年齢

４２．９歳

５１．５歳

区分

一般行政職

技能労務職

（平成２７年４月１日現在「給与実態調査」による）

合計

２７１人

１００％

６級
部長・次長・
理事・
総合支所長

１５人

５．５％

５級

課長・参事・
課長補佐

７２人

２６．６％

４級

課長補佐

５６人

２０．７％

３．一般行政職の級別職員の状況
３級

係長
主査

９１人

３３．６％

２級

主事

２２人

８．１％

１級

主事
主事補

１５人

５．５％

区分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

４．職員手当の状況
① 期末手当・勤勉手当（平成２６年度支給割合）

計
２．６０月
１．５０月
４．１０月

１，４７２千円

※職務の級等による加算措置あり（５％～１５％）

１２月期
１．３７５月
０．７５月
２．１２５月

６月期
１．２２５月
０．７５月
１．９７５月

期末手当
勤勉手当
計

一人当たり
平均支給額
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② 退職手当（平成２７年４月１日現在）

勧奨・定年
２５．５５６２５月分
３４．５８２５月分
４９．５９０月分
４９．５９０月分

１４，８５３千円

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置 ２％～２０％加算
※一人当たりの平均支給額は２６年度に退職した職員の平
均額です。（特別職を除く）

自己都合
２０．４４５月分
２９．１４５月分
４１．３２５月分
４９．５９０月分

区分
勤 続２０年
勤 続２５年
勤 続３５年
最高限度額
一人当たり
平均支給額

③ 主な特殊勤務手当

主な支給対象職員
市税事務従事者
診療所医師
福祉事務所ケースワーカー
業務従事職員
交通船乗組員
火葬業務従事職員

手当の名称
税務手当
医師手当
社会福祉業務手当
畜犬等死体処理手当
航海手当
火葬業務手当

④その他手当（平成２７年４月１日現在）
一人当たり
平均支給年額
（２６年度決算）

２３４，８９８円
２６１，９３６円

１２８，１４８円

５０９，０４３円

４４，１００円

２４６，８５８円
５３１，６７４円

※その他手当は単身赴任手当および特地勤務手当（江島・平島 勤務者）です。

国の制度
との異同

同 じ
同 じ

同 じ

同 じ

異なる

同 じ
異なる

内 容

扶養親族のある職員に支給
借家に居住し家賃等を支払っている職員に支給
通勤のため交通機関を利用し運賃等を負担している職員又は自動車
を使用する職員に支給
管理または監督の地位にある職員に支給
管理職手当受給職員が週休日等に臨時または緊急の必要により勤務
したときに支給
正規の勤務時間外に勤務したときに支給
異動等に伴い特定の地域に勤務、居住する職員に支給

手当名

扶養手当
住居手当

通勤手当

管理職手当

管理職員特別勤務手当

時間外勤務手当
その他手当

５．特別職および教育長の給料等の状況
（平成２７年４月１日現在）

期末手当
（平成２６年度支給割合）
６月期 １．４７５月分
１２月期 １．６２５月分 計３．１０月分

期末手当
（平成２６年度支給割合）
６月期 １．６０月分
１２月期 １．７５月分 計３．３５月分

給料月額等
８３７，０００円
６６８，０００円
６１７，０００円

報酬月額等
３８９，０００円
３２９，０００円
３１０，０００円

区 分
市 長
副市長
教育長

区 分
議 長
副議長
議 員

給料

報酬

６．部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在、単位：人）

対前年
増減数

０
２
０
３
４
△１
０
１
０
△７
０
△３
０
０
△５
△６

（注）職員数は一般職に属する職員数です。

職員数
平成２７年

５
８８
２１
５
４２
３１
２４
６
２６
４２
１５
７
６
９
２１
３４８

平成２６年
５
８６
２１
２
３８
３２
２４
５
２６
４９
１５
１０
６
９
２６
３５４

区分
部門

議 会
総 務
税 務
労 働
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
教 育
水 道
病 院
交 通
下 水
そ の 他

合 計

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

７．定員適正化の目標
西海市職員数は、条例定数３９６人に対し、平成２７年
４月１日現在で３４８人と定数から４８人少なくなってい
ます。また、平成１９年３月策定の「西海市定員適正化
計画」においては、平成２８年度までに合併時と比較し
て１０９名の職員数削減目標を掲げています。しかし、
職員数削減にあたっては、行政サービスの低下を招く
恐れがあるため、事務の効率化、事業の見直しを進め
るとともに、更なる職員の資質向上を図り、職員数の
削減を目指すこととしています。
○職員の給与等についての詳しい内容は、ホームペー
ジでご覧になれます。
問い合わせ先 総務課人事班または行政班

☎３７－００６１
ウェブサイト http://www.city.saikai.nagasaki.jp/
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●
西
彼
地
区

藪
医

ふ
ら
こ
こ
堂

●
西
海
地
区

食
堂
の
お
ば
ち
ゃ
ん

●
大
島
地
区

不
愉
快
犯

●
大
瀬
戸
地
区

フ
ォ
ア
ビ
ー
ト
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

朝
井

ま
か
て

家
族
、
夫
婦
、
子
育
て
、
は
て
は
「
恋
」
ま

で
診
立
て
ま
す
。
神
田
三
河
町
で
開
業
し
て

い
る
小
児
医
、
天
野
三
哲
は
「
面
倒
臭
え
」

が
口
癖
の
藪
医
者
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
患
者
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。
人
情

と
笑
い
た
っ
ぷ
り
に
描
く
、
江
戸
の
名
物
小

児
医
の
物
語
。

山
口

恵
以
子

夫
婦
の
す
れ
違
い
、
跡
と
り
問
題
、
仕
事
の

悩
み
…
…
。
人
生
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、

姑
の
一
子
と
嫁
の
二
三
が
切
り
盛
り
す
る

「
は
じ
め
食
堂
」
で
、
美
味
し
い
料
理
を
頂

け
ば
、
明
日
の
元
気
が
わ
い
て
く
る
！
涙
あ

り
、
笑
い
あ
り
の
心
温
ま
る
物
語
。

木
内

一
裕

人
気
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
、
成
宮
彰
一
郎
の
妻

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
事
件
性
が
高
い
と

見
た
三
鷹
署
の
新
米
刑
事
ノ
ボ
ル
は
先
輩
刑

事
の
佐
藤
と
と
も
に
捜
査
を
開
始
。
次
々
に

容
疑
者
候
補
が
浮
か
ぶ
な
か
、
不
愉
快
な
言

動
を
繰
り
返
す
夫
の
真
意
と
は
。
前
代
未
聞

の
傑
作
ミ
ス
テ
リ
ー
。

石
原

慎
太
郎

通
夜
に
集
ま
っ
た
昔
の
仲
間
た
ち
。
か
つ
て

誰
も
が
恋
し
た
美
し
き
チ
ェ
リ
ス
ト
と
の
再

会
が
、
男
た
ち
の
運
命
を
変
え
て
い
く
。
あ

る
者
は
未
来
を
、
あ
る
者
は
生
命
を
賭
け
る
。

封
印
を
解
か
れ
た
愛
の
た
め
に
…
。
著
者
最

後
の
純
愛
長
編
小
説
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
西
海
市
内

の
公
立
図
書
館
・
図
書
室
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

借
り
た
ら
期
限
内
に
返
却
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
す
す
め
の
本

一般書
著 者

谷津 矢車
コーティ・ザン
平野 謙
八木 宏典
ダニエル・スミス
永井 紗耶子
海堂 尊
まさき としか
越膳 夕香
羽田 圭介
澤田 ふじ子
米澤 穂信
山本 一力
唯川 恵
川端 理香

児童書
著 者

さかなクン
無藤 隆
橘 クレア
松橋 利光
市居 みか
富安 陽子
クリス・ダレーシー
あだち なみ
雅 るな
みやにし たつや
かとう ようこ
たんじ あきこ
トロル
ジル・ルイス

題 名
曽呂利！
禁止リスト
バント完全マスター
図解知識ゼロからの畜産入門
絶対に見られない世界の秘宝９９
横濱王
スカラムーシュ・ムーン
きわこのこと
布で作ろう、革で作ろうわたしのお財布
スクラップ・アンド・ビルド
似非遍路
王とサーカス
龍馬奔る
啼かない鳥は空に溺れる
１０代スポーツ選手のケガ予防と回復食

題 名
ギョギョギョ！おしえて！さかなクン
２さいだもんだいすき
友×恋 心理テスト＆うらないはぴねす
ジンベエザメのはこびかた
できることおてつだい
天と地の方程式 １
闇の炎（龍のすむ家 ５）
ジャッキーつきへいく
ドキドキ！あたる！こわ～い心理テスト＆心理ゲーム
ヘンテコシャンプー
チェリーひめのかくれんぼ
そおっとそおっとね
おしりたんてい むらさきふじんのあんごうじけん
白いイルカの浜辺
回転寿司おもしろ大百科

地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

新
刊
紹
介

広報さいかい 2015年11月号

きょういくの広場

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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平
成
２８
年

西
海
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
成
人
式
は
平
成
２８
年
１
月
４
日

（
月
）に
、
大
島
、
西
彼
の
２
会
場
で
開
催
し

ま
す
。

対
象
者

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
大
島
会
場

大
島
文
化
ホ
ー
ル
（
対
象
地

区

大
島
・
崎
戸
）

１０
時
開
式
（
受
付
９
時
か
ら
）

●
西
彼
会
場

西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
対
象
地
区

西
彼
・
西
海
・
大
瀬

戸
）

１３
時
開
式
（
受
付
１２
時
か
ら
）

☆
１０
月
下
旬
に
対
象
者
へ
往
復
は
が
き
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
１１
月
に
な
っ
て
も
は
が

き
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
３７－

０
０
７
９

平
成
２７
年
度

西
海
市

生
涯
学
習
の
つ
ど
い
を
開
催

市
で
は
、
様
々
な
生
涯
学
習
活
動
を
通
し

て
、
市
民
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
は
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
ぶ
」
と
い
う
考
え
の

定
着
と
そ
の
実
践
を
目
指
し
、
生
涯
学
習
や

地
域
を
担
う
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃

の
実
践
活
動
を
も
と
に
研
究
協
議
を
行
い
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

１１
月
１５
日（
日
）
１３
時
〜

場
所

大
島
文
化
ホ
ー
ル

内
容

①
市
内
社
会
教
育
関
係
団
体
等
活
動
実
践
発

表発
表

西
海
市
保
育
会

②
基
調
講
演

講
師

松
井

猛

先
生

（
元
高
崎
山
自
然
動
物
公
園
職
員
）

演
題
『
サ
ル
社
会
か
ら
学
ぶ
助
け
合
い
』

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
３７－

０
０
７
９

今
月
号
か
ら
、
西
海
市
内
各
地
で
見
ら
れ
る
地
質
的
（
岩
や
石
な
ど
の
）
特
徴
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
太
古
よ
り
、
今
も
な
お
形
成
さ
れ
続
け
て
い
る
歴
史
の
一
端
を
実
際
に
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い

な
な
つ

が
ま
し
ょ
う
に
ゅ
う

ど
う

1
七
釜
鍾
乳
洞ま

ぜ
そ
う

七
釜
鍾
乳
洞
は
、
西
海
町
の
間
瀬
層
と
呼

ば
れ
る
、
今
か
ら
お
よ
そ
３
千
万
年
前
に
海

た
い
せ
き

底
に
堆
積
し
た
地
層
の
中
に
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
七
釜
周
辺
の
間
瀬
層
に
は
、
大
量
の

せ
っ
か
い
そ
う

石
灰
藻
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
灰

藻
は
、
そ
の
体
に
石
灰
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

さ
が
ん

そ
の
結
果
、
間
瀬
層
は
石
灰
分
の
多
い
砂
岩

せ
っ
か
い
し
つ
さ
が
ん

（
石
灰
質
砂
岩
）
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ち
か
く
へ
ん
ど
う

り
ゅ
う
き

間
瀬
層
は
地
殻
変
動
で
隆
起
し
、
海
底
に

ろ
し
ゅ
つ

あ
っ
た
間
瀬
層
が
地
表
に
露
出
し
ま
す
。

間
瀬
層
中
に
染
み
込
ん
だ
雨
や
川
の
水
に

よ
っ
て
、
石
灰
質
砂
岩
中
の
石
灰
分
が
水
へ

く
う
ど
う

溶
け
出
し
、
砂
岩
内
部
に
空
洞
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
空
洞
が
鍾
乳
洞
で
す
。

日
本
の
鍾
乳
洞
は
、
２
億
か
ら
３
億
年
前

に
形
成
し
た
地
層
中
に
発
達
し
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
紹
介
し
た
よ
う
に
、
七
釜

ぼ
が
ん

鍾
乳
洞
は
母
岩
と
な
る
間
瀬
層
の
形
成
年
代

が
極
め
て
新
し
い
点
が
そ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

き
し
ょ
う
せ
い

こ
の
七
釜
鍾
乳
洞
の
特
徴
の
希
少
性
が

て
ん
ね
ん
き
ね
ん
ぶ
つ

認
め
ら
れ
、
昭
和
１１
年
に
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

社会教育課 ☎３７－００７９問い合わせ先

七釜鍾乳洞の位置

広報さいかい 2015年11月号

きょういくの広場

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム
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人
権
啓
発
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「
助
け
合
い
」

〜
誰
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
、

助
け
合
う
こ
と
で
達
成
し
た
経
験
〜

市
で
は
今
年
度
、「
人
の
温
も
り
と
心
の

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
一

人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、「
誰
か
に
助
け
て
も

ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
」、「
助
け
合
う
こ
と

で
達
成
し
た
経
験
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
体
験

し
た
、
聞
い
た
「
助
け
合
い
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
ま
た
は
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

⑴

作
品
テ
ー
マ：

「
助
け
合
い
」

〜
誰
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気

持
ち
、
助
け
合
う
こ
と
で
達
成
し
た
経

験
〜

⑵

応
募
規
定

・
表
現
方
法
は
エ
ッ
セ
イ
（
作
文
）
と

し
ま
す
。

・
応
募
は
一
人
１
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
文
字
数
は
１
２
０
０
字
程
度
と
し
ま

す
。

（
用
紙
規
格
は
自
由
で
す
。）

・
応
募
作
品
の
氏
名
は
、
仮
名
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

⑶

提
出
期
限

平
成
２８
年
１
月
１３
日（
水
）必
着

⑷

提
出
先
（
郵
送
可
）

西
海
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

〒
８
５
７－

２
３
０
１

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷

９
２
０－
１２

⑸

そ
の
他

・
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
著
作
権
は
西
海
市
教
育
委
員

会
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
考
し
、
作
品

集
を
製
作
し
ま
す
。

⑹

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
３７－

０
０
７
９

Ⓕ
２２－

９
０
１
１

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ををををををををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ををををををををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育人をつなぎ、地域をつくる社会教育人をつなぎ、地域をつくる社会教育人をつなぎ、地域をつくる社会教育

が
ん
ば
り
ま
す
！
社
会
教
育

市
で
は
、
様
々
な
関
係
機
関
か
ら
１４
名
の
委
員
が
社
会
教
育

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
社
会
教

育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
答
申
、
研

究
調
査
等
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

社
会
教
育
行
政
へ
の
助
言
や
意
見
を
い
た
だ
き
、
住
民
と
行

政
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。▼

平
成
２６
年
度

第
２
回
会
議

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
公
民

館
、
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
等
の
現
状
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

写
真
は
、
崎
戸
歴
史
民
俗
資

料
館
確
認
の
様
子
。

▼

平
成
２７
年
度

第
２
回
会
議

今
後
の
社
会
教
育
の
活
性
化

に
向
け
て
、
各
団
体
・
委
員
の

活
動
内
容
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

説
明
は
西
海
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
山
川
清
美
さ
ん
。

広報さいかい 2015年11月号

きょういくの広場

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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西
海
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
完
成

西
海
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
全
施
設

が
完
成
し
、
９
月
３０
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
市
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
事
業

経
過
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
搬
入
口
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

施
設
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
缶
・
び
ん
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み
や
、
も
え
な
い

ご
み
、粗
大
ご
み
の
選
別
処
理
や
、古
紙
類
・

布
類
な
ど
の
一
時
保
管
を
行
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

犬
の
飼
い
方
を
め
ぐ
っ
て
の
苦
情
や
ご
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
飼
う

こ
と
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

今
一
度
、
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
考
え
、

人
間
と
動
物
が
共
存
で
き
る
環
境
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー

①

犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止

放
し
飼
い
さ
れ
た
犬
が
、
他
人
の
飼
い

犬
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
飼
い
犬
は
常

に
ク
サ
リ
等
で
つ
な
い
で
お
く
か
、
オ
リ

等
の
囲
い
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
散
歩
の
時
で
も
、
昼
夜
を
問
わ
ず
必

ず
リ
ー
ド
を
つ
け
て
運
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ク
サ
リ
等
が
古
く
な
っ
て
切
れ
て

し
ま
い
、
逃
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

首
輪
や
ク
サ
リ
等
を
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

②

鳴
き
声
や
汚
物
に
よ
る
迷
惑
の
防
止

犬
が
散
歩
中
に
排
泄
し
た
フ
ン
の
後
始

末
な
ど
を
必
ず
行
う
と
と
も
に
、
鳴
き
声
、

悪
臭
等
で
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③

終
生
飼
育

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
決
し
て
犬
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

動
物
を
捨
て
る
と
、「
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」
で
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
犬

は
野
良
犬
と
な
っ
て
近
所
の
人
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

西
海
市
炭
化
セ
ン
タ
ー

受
入
停
止
に
つ
い
て

左
記
の
日
に
つ
い
て
は
、
電
気
設
備
点

検
の
た
め
施
設
が
停
電
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ

ん
。西

海
市
炭
化
セ
ン
タ
ー
受
入
停
止
日

１２
月
５
日
（
土
）

○
西
海
市
炭
化
セ
ン
タ
ー
処
理
状
況

９
月

も
え
る
ご
み
処
理
量

６
３
６
・
４
ト
ン

炭
化
燃
料

１
２
１
・
０
３
ト
ン
製
造

▲リサイクルセンター

▲テープカットのようす

▲プレスされた空き缶

▲施設内を見学

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

広報さいかい 2015年11月号
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………………………………………………………………………

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。
あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待とは・・・
なぐ け たた

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
おぼ

溺れさせる など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にす
る など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放
置する、重い病気になっても病院に連れて行かない など

おど

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう（DV） など

身体的虐待

性 的 虐 待

ネグレクト

心理的虐待

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

口
臭
や
歯
茎
か
ら
の
出
血
な
ど
気
に
な
る

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
８０
歳
に
な
っ

て
も
２０
本
以
上
の
歯
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

西
海
市
内
に
住
所
を
有
す
る
左
記
の
方

・
４０
歳
（
昭
和
５０
年
４
月
１
日
〜
昭
和
５１
年

３
月
３１
日
生
ま
れ
）

・
５０
歳
（
昭
和
４０
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４１
年

３
月
３１
日
生
ま
れ
）

・
６０
歳
（
昭
和
３０
年
４
月
１
日
〜
昭
和
３１
年

３
月
３１
日
生
ま
れ
）

・
７０
歳
（
昭
和
２０
年
４
月
１
日
〜
昭
和
２１
年

３
月
３１
日
生
ま
れ
）

※
総
義
歯
、
歯
科
医
院
通
院
中
の
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

検
診
内
容

問
診
と
お
口
の
中
の
検
査
（
歯
や
歯
肉
の

状
態
な
ど
）

検
診
時
期

平
成
２７
年
６
月
１
日
〜
平
成
２８
年
２
月
２９

日

場
所

西
海
市
内
協
力
歯
科
医
院
８
ヶ
所

・
い
ち
の
せ
歯
科
医
院
（
西
彼
）

・
西
彼
歯
科
診
療
所
（
西
彼
）

・
石
橋
歯
科
医
院
（
西
彼
）

・
山
口
歯
科
医
院
（
西
彼
）

・
金
森
歯
科
医
院
（
西
海
）

・
大
串
歯
科
医
院
（
西
海
）

・
石
橋
歯
科
医
院
（
大
島
）

・
い
の
う
え
歯
科
医
院
（
大
瀬
戸
）

検
診
料

無
料

検
診
結
果

受
診
医
療
機
関
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

締
切平

成
２８
年
１
月
末
日
ま
で

そ
の
他

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
へ
は
、
受
診
券
お

よ
び
問
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
ほ
け
ん
課

☎
３７－

０
０
６
７

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

〜
１２
月
１
日
〜

西
彼
保
健
所
で
は
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
※
日
本

で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
お
よ
び
エ
イ
ズ
患
者

が
２０
〜
４０
歳
代
の
人
に
集
中
し
、
九
州
地
区

で
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
大
切
な
人
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日

１１
月
３０
日（
月
）〜
１２
月
１
日（
火
）

時
間

９
時
３０
分
〜
１７
時

場
所

西
彼
保
健
所

（
長
崎
市
滑
石
１－

９－

５
）

結
果

検
査
当
日
、
約
１
時
間
で
分
か
り
ま

す
予
約

前
日
ま
で
に
電
話
で

そ
の
他

匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

西
彼
保
健
所
健
康
対
策
課

☎
０
９
５－

８
５
６－

５
０
５
９

「
も
し
か
し
て
」

あ
な
た
が
救
う
小
さ
な
手

〜
１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

【
相
談
窓
口
】

市
役
所
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎
３７－

０
０
２
９

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５－

８
４
４－

６
１
６
６

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
年
中
無
休
・
２４
時
間
対
応
）

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

広報さいかい 2015年11月号
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広報さいかい 2015年11月号

まちの話題

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

16

８
月
２９
・
３０
日
、
西
海
東
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
「
川
内
緑
の
少
年
団
」
が
夏
休
み
宿
泊

体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し

た
り
、
６
月
に
花
苗
を
植
え
た
花
だ
ん
の
周
り
に
仕
掛

け
る
イ
ノ
シ
シ
除
け
の
鳴
子
を
作
っ
た
り
、
夕
飯
を

作
っ
た
り
、
公
民
館
に
寝
泊
ま
り
し
た
り
、
佐
世
保
の

動
植
物
園
・
森
き
ら
ら
で
動
物
や
植
物
の
生
態
を
観
察

し
た
り
と
夏
休

み
最
後
の
思
い

出
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。

９
月
４
日
、
大
島
造
船
所
で
西
海
市
か
ら
海
運
会
社

ギ
ア
バ
ル
ク
社
に
市
の
地
域
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

同
社
は
２
０
０
８
年
か
ら
大
島
造
船
所
に
貨
物
船
を

発
注
し
、
２
０
１
５
年
９
月
ま
で
に
２２
隻
が
建
造
さ
れ
、

そ
の
発
注
費
用
は
総
額
約
１
１
４
０
億
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
貨
物
船
は
世
界
各
国
に
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
や
木
材

パ
ル
プ
な
ど
を
運
搬
し
て
い
ま
す
。
同
日
、
２２
隻
目
の

命
名
引
渡
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
田
中
市
長
は
「
ギ
ア
バ
ル
ク
社
様
は
西
海

市
を
は
じ
め
、
日
本
の
経
済
に
大
き
な
潤
い
を
与
え
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
海
市
の
技
術
を
世

界
に
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く

感
謝
し
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
海
市
へ
自
由
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち

で
来
て
い
た
だ
く
思
い
を
こ
め
た
記
念
品
の
西
海
市
旗

と
相
撲
の
浴
衣
と
西
海
市
の

鍵
も
贈
り
、
同
社
の
ジ
ェ
ヴ

セ
ン
チ
ェ
ア
マ
ン
は
笑
顔
で

受
け
取
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
関
わ
る
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と

を
受
け
、
９
月
１６
日
に
西
海
警
察
署
で
西
海
市
交
通
安

全
協
議
会
（
渡
邊
会
長
）
か
ら
新
西
海
自
動
車
学
校
お

よ
び
市
内
に
２４
事
業
所
あ
る
高
齢
者
交
通
安
全
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
所
へ
反
射
材
１
、０
０
０
枚
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

新
西
海
自
動
車
学
校
は
、
高
齢
者
の
安
全
指
導
時
に
、

高
齢
者
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
所
は
来
店
時
に

反
射
材
の
配
布
お
よ
び
着
用
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

運
転
手
に
と
っ
て
反
射
材
は
夜
間
の
歩
行
者
の
早
期

発
見
に
大
変
効
果
的
で
す
。
普
段
か
ら
反
射
材
を
着
用

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

９/４

ギ
ア
バ
ル
ク
社
に
感
謝
状

８/２９・３０

夏
休
み
最
後
の
思
い
出

づ
く
り

▲たくさんのゴミを拾いました

９/１６

反
射
材
を
着
用
し
て

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
！

▲ゴミの分別中

▲記念撮影

田
中
市
長（
左
）と
ジ
ェ
ヴ
セ

ン
チ
ェ
ア
マ
ン（
右
）

◀

▲贈呈式のよう
す



広報さいかい 2015年11月号

まちの話題

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

17

９
月
２９
日
、
諫
早
市
の
県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
平
成
２７
年
度
西
彼
杵
郡
・
西
海
市
中
学
校
総
合

体
育
大
会
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
６
区
間
２０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
女
子
は
５
区
間

１２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
た
す
き
で
つ
な
ぎ
、
選
手
た
ち
は

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
大
会
の
上
位
２

校
は
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

９
月
２１
日
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
で
西

海
市
内
を
中
心
に
駆
け
巡
る
第
４
回
ツ
ー
ル
・
ド
・

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
走
行
タ
イ
ム
は
競
わ
ず
、
走
行
中
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
参
加
者
全
員
で
完
走
を
目
指
し
ま
す
。
年
に

１
度
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、
第
１
回

目
が
１
０
７
名
、
第
２
回
目
が
２
４
３
名
、
第
３
回
目

が
３
４
３
名
、
そ
し
て
今
年
４
回
目
が
５
４
７
名
と

年
々
増
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
（
８１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
（
５５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、

エ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
（
４０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス（
２０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
４
コ
ー

ス
の
中
か
ら
１
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
上
り
坂
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
眺
め
の
良
い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
力
走

し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
途
中
の
各
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
用

意
さ
れ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
、
和
や
か
に
休
憩

し
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食

べ
な
が
ら
参
加
者
同
士
で
力
走
を
讃
え
あ
っ
て
い
ま
し

た
。フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
で
一
番
早
く
到
着
し
た
村
里
裕

輝
く
ん
は「
坂
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

９/２１

〜
上
っ
て
下
っ
て
風
を
感
じ
て
〜第

４
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
開
催

▲エイドステーションで
記念撮影

▲完走した村里裕輝くん

▶
ス
タ
ー
ト
直
後

▶
坂
道
を
力
走

９/２９

男
子
は
大
瀬
戸
中
、

女
子
は
西
彼
中
が
優
勝

女子
西彼中学校
西海中学校
大瀬戸中学校
大崎中学校

▲本大会の結果

男子
大瀬戸中学校
西海中学校
大崎中学校
西彼中学校

１位
２位
３位
４位▲西彼中学校（女子）

ゴールの瞬間

▲想いをつなぐ
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まちの話題

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

18

西
海
市
農
業
委
員
会
（
岩
﨑
会
長
）

は
、
農
業
振
興
に
関
す
る
農
業
者
の
意

見
や
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
「
平
成
２７

年
度
西
海
市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議

書
」
を
田
中
市
長
へ
提
出
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

建
議
書
は
、
農
業
委
員
全
員
か
ら
提

案
さ
れ
た
要
望
事
項
を
協
議
し
、
建
議

書
作
成
班
で
と
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ

た
も
の
で
、
後
継
者
・
担
い
手
の
育
成
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
地

産
地
消
の
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
化
・

６
次
産
業
化
の
推
進
検
討
、
農
業
委
員

会
制
度
の
改
革
に
伴
う
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
な
ど
農
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と

し
て
更
に
発
展
で
き
る
よ
う
な
農
業
振

興
と
農
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た
有

効
な
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
に

対
し
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
市
長
・
副
市
長
と

農
業
委
員
と
の
間
で
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
農
業
の
現
状
や
今
後
の
施
策
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

目
指
せ
！
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
！

６０
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

が
２
０
１
６
年
に
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま

す
。今

年
の
全
日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権

大
会
で
１２
位
に
輝
い
た
、
大
島
町
に
お

住
ま
い
の「
晴
れ
る
家
太
極
拳
倶
楽
部
」

代
表
の
廣
田
信
夫
さ
ん
は
会
員
７
名
に

太
極
拳
を
指
導
し
、
来
年
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
の
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

会
員
７
名
は
、
ま
ず
来
年
の
５
月
に

行
わ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
県
予
選
に

出
場
予
定
で
、
西
海
市
か
ら
は
唯
一
こ

の
７
名
が
参
加
。
昨
年
の
長
崎
が
ん
ば

ら
ん
ば
国
体
の
開
会
式
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
の
約
８
０
０
名
で
行
っ
た

太
極
拳
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
太
極
拳
は
、

コ
ー
ト
上
に
６
〜
７
人
で
４
分
以
内
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
２４
種
類
の
動
作
を
１

人
１
人
が
自
由
に
取
り
入
れ
て
、
構
成

点
や
演
技
点
を
競
い
合
う
２４
式
部
門
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

廣
田
さ
ん
は
「
目
標
は
ベ
ス
ト
１０
で

す
。
７
人
の
太
極
拳
の
経
験
は
２
年
で

す
が
、
そ
の
経
験
を
い
か
し
て
、
ま
ず

は
県
予
選
を
突
破
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
エ
ー
ル
を

お
く
り
、
会
員
７
名
も
「
会
場
の
空
気

に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
緊
張
せ

ず
最
後
ま
で
気
力
で
頑
張
り
た
い
。」

と
声
を
そ
ろ
え
て
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

９/２４

農
業
委
員
会
が
市
長
へ
建
議
書
を
提
出

▲田中市長へ提出

▲活発な意見交換が行われました

▲指導を受け熱心に練習する７名

▲ねんりんピック出場目指して頑張ります
（後列右から３番目が廣田信夫さん）
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募　

集

介
護
認
定
支
援
専
門
員

（
非
常
勤
）
募
集

募
集
職
種

介
護
認
定
支
援
専
門
員（
非
常
勤
）

募
集
人
員

１
名

勤
務
場
所

長
寿
介
護
課

勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
間

で
週
３０
時
間

勤
務
内
容

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
調
査

票
の
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
認
定
調

査
員
へ
の
支
援
等

採
用
期
間

平
成
２８
年
４
月
１
日
㈮
〜

平
成
２９
年
３
月
３１
日
㈮

報
酬

（
保
健
師
資
格
有
り
）

月
額

１
８
０
、０
０
０
円

（
看
護
師
資
格
有
り
）

月
額

１
６
０
、０
０
０
円

応
募
資
格

昭
和
２７
年
４
月
１
日
以
降
の
生

ま
れ
の
方
で
、
保
健
師
ま
た
は

看
護
師
の
資
格
、
か
つ
、
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

申
込
方
法

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
応
募

資
格
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
長
寿

介
護
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

平
成
２８
年
１
月
１５
日
㈮

採
用
決
定

面
接
に
よ
り
決
定

そ
の
他

費
用
弁
償
は
、
市
の
規
定
に
基

づ
き
支
給
し
ま
す
。

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、
年
次
有
給
休
暇
、

特
別
休
暇
（
一
部
無
給
）

６５
歳
で
定
年
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課

☎
３７－

０
０
２
４

非
常
勤
職
員（
甲
板
員
）募
集

募
集
職
種

航
海
当
直
部
員
（
甲
板
員
）

募
集
人
員

１
名

勤
務
場
所

市
営
船
Ｎ
ｅ
ｗ
松
島

勤
務
時
間

週
３０
時
間
程
度
で
勤
務
シ
フ
ト

表
に
よ
る

勤
務
内
容

航
海
中
の
周
囲
見
張
り
、綱
取

り
、乗
客
整
理
、切
符
売
り
ほ
か

採
用
期
間

平
成
２８
年
４
月
１
日

〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

報
酬

月
額
１
７
３
、
０
０
０
円

応
募
資
格

⑴
海
技
士
（
航
海
）
取
得
者
ま

た
は
航
海
当
直
業
務
に
６
箇
月

以
上
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
者

⑵
採
用
後
、
西
海
市
大
瀬
戸
町

松
島
に
居
住
で
き
る
者

〈
航
海
当
直
業
務
と
は
、船
舶
の

航
海
中
に
周
囲
を
見
張
る
業
務
〉

試
験
内
容

面
接
試
験

試
験
日

１２
月
下
旬

場
所西

海
市
役
所

提
出
物

①
申
込
書
②
健
康
診
断
書

※
指
定
用
紙
に
よ
る

申
込
方
法

ア
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
安
全
安
心
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必

ず
申
込
前
６
箇
月
以
内
に
カ

ラ
ー
撮
影
し
た
写
真
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

イ
申
込
用
紙
を
郵
送
さ
れ
る
場

合
は
、
簡
易
書
留
封
筒
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
お
よ
び
指
定
用
紙
の
交
付

①
西
海
市
役
所
安
全
安
心
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
課
で

交
付
し
ま
す
。

②
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
―
ド
で
き
ま
す
。

③
交
付
開
始：

１１
月
５
日
か
ら

募
集
期
限

１２
月
１０
日
㈭

福
利
厚
生

船
員
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、
年
次
有
給
休
暇
等

問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課
安
心
生
活
班

☎
３７－

０
０
２
８

障
が
い
者
の職

業
訓
練
生
募
集

北
九
州
市
若
松
区
の
福
岡
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
（
国
立
県

営
）
で
は
、
平
成
２８
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

１
５
０
人
（
男
女
不
問
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科…

２０
名

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
…
２０
名

・
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
…
２０
名

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
…
２０
名

・
福
祉
住
環
境
科
…
２０
名

・
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
内
５
人

音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

…
３０
名

・
総
合
実
務
科
（
知
的
障
害
者

対
象
）
…
２０
名

訓
練
期
間

１
年
間
（
た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
科
の
み
２
年
間
）

応
募
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
得

さ
れ
て
い
る
方
、
取
得
可
能

な
方

・
精
神
障
害
者
で
統
合
失
調
症
、

そ
う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
の

い
ず
れ
か
の
診
断
を
受
け
て

い
る
方
で
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
方

・
総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方

受
付
期
間

平
成
２７
年
１１
月
２
日
㈪

〜
平
成
２８
年
１
月
８
日
㈮

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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問
い
合
わ
せ
先

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３‐

７
４
１‐

５
４
３
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

・
推
薦
採
用
試
験

資
格平

成
２８
年
４
月
１
日
現
在
で
１５

歳
以
上
１７
歳
未
満
の
者

試
験平

成
２８
年
１
月
９
日
㈯
〜
１
月

１１
日
㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す
る

１
日

受
付１１

月
１
日
㈰
〜
１２
月
４
日
㈮

・
一
般
採
用
試
験

資
格

平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在

で
１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の
者

試
験一

次
試
験

平
成
２８
年
１
月
２３

日
㈯

二
次
試
験

平
成
２８
年
２
月
４

日
㈭
〜
２
月
７
日
㈰
ま
で
の
間

の
指
定
す
る
１
日

受
付平

成
２７
年
１１
月
１
日
㈰
〜
平
成

２８
年
１
月
８
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

琴
海
地
域
事
務
所

☎
０
９
５－

８
８
４－

２
８
０
９

お
知
ら
せ

西
彼
農
業
高
校

農
業
文
化
祭
の
ご
案
内

「
農
業
文
化
祭
」
で
は
、
生
徒

が
授
業
の
中
で
栽
培
し
た
農
産
物

や
加
工
品
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

９
月
に
開
発
発
表
し
た
パ
ン

「
西
海
ブ
レ
ッ
ド
０
２
」
も
数
量

限
定
で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
生

活
科
学
科
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
食
物
バ
ザ
ー（
お
食
事
）、

育
友
会
の
催
し
な
ど
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時１１

月
２１
日
㈯

１２
時
〜
１５
時

１１
月
２２
日
㈰

１０
時
〜
１４
時

※
食
物
バ
ザ
ー
は
２２
日
㈰
１０
時

３０
分
〜
１３
時
３０
分
ま
で

※
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
２２

日
㈰
の
み
で
す
。

場
所長

崎
県
立
西
彼
農
業
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ
先

西
彼
農
業
高
等
学
校

☎
２７－

０
１
６
９

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

乗
り
合
わ
せ
等
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
のお

知
ら
せ

日
時

１１
月
２２
日
㈰

９
時
〜
１２
時

場
所佐

世
保
市
平
瀬
町
９
番
地
２

佐
世
保
市
消
防
局
庁
舎
３
階

防
災
学
習
室

内
容⑴

心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
止
血
法

の
指
導

⑵
異
物
除
去
法
の
指
導

⑶
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
指
導

⑷
そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指

導

受
付
期
間

１１
月
１６
日
㈪
〜
２１
日
㈯

８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

定
員３０

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

中
学
生
以
上
の
方

受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配

布
し
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

（
受
講
料
は
無
料
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

左
記
の
担
当
署
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
中
央
消
防
署

☎
０
９
５
６－

２４－

７
６
２
１

Ⓕ
０
９
５
６－

２４－

４
１
１
９

平
成
２７
年
度

第
２
回
消
防
設
備
士
試
験

実
施
の
お
知
ら
せ

試
験
実
施
日

平
成
２８
年
１
月
３１
日
㈰

試
験
会
場

長
崎
大
学（
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
）

試
験
の
種
類

甲
種（
特
類
、
第
１
類
〜
第
５

類
）、乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

受
験
申
請
方
法

書
面
申
請
ま
た
は
電
子
申
請

受
付
期
間

書
面
申
請

１１
月
２０
日
㈮
〜

１２
月
４
日
㈮

電
子
申
請

１１
月
１７
日
㈫
〜

１２
月
１
日
㈫

詳
し
く
は
、（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
５
０－

０
０
３
２

長
崎
市
興
善
町
６
番
５
号

興
善
町
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
５
階

☎
０
９
５－

８
２
２－

５
９
９
９

http://w
w
w
.shoubo-shi

ken.or.jp

お
正
月
料
理

講
習
会

日
時１２

月
９
日
㈬
１０
時
３０
分
〜
１４
時

場
所大

瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
調
理
室

内
容か

ら
べ
に
し
め
、
赤
飯
、
雑
煮
、

な
ま
す

定
員２０

名
（
定
員
オ
ー
バ
ー
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

１
、
０
０
０
円

※
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持

参
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切

１１
月
２０
日
㈮

申
込
先

長
崎
西
彼
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

代
表

川
口
カ
ズ
エ

☎
・
Ⓕ
２４－

０
５
４
８

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム
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…………………………………………………………………………………

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ

後
納
制
度
の
ご
案
内

過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
方
は
申
し
込
み
に
よ
り
、
平

成
２７
年
１０
月
か
ら
平
成
３０
年
９
月
ま
で
の
３

年
間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
納
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
し
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
で
５
年
以
内

に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未
加
入
期
間
が

あ
る
方

②

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
①
の
期
間

の
ほ
か
任
意
加
入
中
の
納
め
忘
れ
の
期

間
が
あ
る
方

③

６５
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給
資
格
が

な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
６５
歳
以
上
の
方
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る
電
話

で
お
か
け
に
な
る
場
合
は

☎
０
３－

６
７
３
１－

２
０
１
５

〈
受
付
時
間
〉
月
〜
金
曜
日

８
時
３０
分
〜

１７
時
１５
分

た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が

休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は
１９
時
ま
で
延
長

第
２
土
曜
日

９
時
３０
分
〜
１６
時

（
祝
日
、
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が

発
行
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の

社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
２７
年
１

月
か
ら
１２
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
２７
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２７
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
１１
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
２７
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。）

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎
３７－

０
１
６
４

１１
月
１１
日
〜
１７
日
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
国
民
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
様
々
な

行
政
活
動
を
行
い
、
そ
の
活
動
の
た
め

に
必
要
な
経
費
を
賄
う
財
源
が
「
税

金
」
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
期
間
中
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
税
の
役
割

と
税
務
署
の
仕
事
」
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
の
皆

様
か
ら
「
国
税
庁
に
対
す
る
要
望
」
等

を
お
聴
き
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
し
ま
せ
ん
か
？

高
齢
に
な
っ
た
こ
と
や
持
病
等
で
車
の

運
転
に
不
安
が
あ
る
方
は
、
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
が
可
能
で
す
。

「
で
も
、
唯
一
の
身
分
証
明
書
だ
か
ら

返
納
す
る
と
困
っ
て
し
ま
う
…
。」
と
い

う
方
に
は
、
自
主
返
納
さ
れ
て
か
ら
５
年

以
内
で
あ
れ
ば
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書
は
、
更
新
の
必
要
が

な
い
無
期
限
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
返
納
で
き
ま

す
。
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
手
遅
れ
で
す
。
そ
う
な
る
前
に
早
め
に

自
主
返
納
を
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料

１
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

西
海
警
察
署
交
通
課

☎
２２－

０
１
１
０

▲運転経歴証明書（見本）

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

身
の
回
り
の
火
災
予
防
点
検
を

平
成
２７
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実

施
に
つ
い
て

実
施
期
間

１１
月
９
日（
月
）か
ら
１５
日（
日
）ま
で
の
７

日
間

実
施
目
的

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
２７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
」

佐
世
保
市
消
防
局
管
内
に
お
け
る
平
成
２６
年

中
の
火
災
発
生
状
況
に
つ
い
て

昨
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
、
１
１
４
件

と
、
一
昨
年
の
１
２
６
件
よ
り
１２
件
減
少
し
、

建
物
火
災
６０
件
に
占
め
る
住
宅
火
災
の
割
合

は
、
約
６
割
の
３６
件
と
、
毎
年
高
い
比
率
を

占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
火
原
因
と
し
て
は
、
た
き
火（
１６

件
）・
た
ば
こ
（
１２
件
）・
こ
ん
ろ
（
９
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
中
（
１
月
か
ら
８
月
）
の
火
災
発

生
状
況

今
年
に
入
っ
て
の
火
災
発
生
件
数
は
、
７９

件
（
前
年
比
１
件
増
）
と
な
っ
て
い
て
、
火

災
に
よ
る
死
者
は
４
名
と
昨
年
の
３
名
よ
り

１
名
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
今
一
度
、
身

の
回
り
の
火
災
予
防
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

消
火
器
は
、一
般
の
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ（
不

燃
ゴ
ミ
）
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。
分
解
や
解

体
、
放
置
は
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
必
ず
購
入
元
の
販
売
店
か

最
寄
り
の
消
防
設
備
専
門
業
者
に
問
い
合
わ

せ
て
、
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
防
火
教
室
」
の
ご
案
内

消
防
局
で
は
、
住
宅
火
災
を
１
件
で
も
少

な
く
し
よ
う
と
、
職
員
が
出
向
き
自
治
会
単

位
等
で
防
火
講
話
、
防
火
ビ
デ
オ
の
上
映
、

消
火
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

火
災
予
防
に
関
す
る
ビ
デ
オ
な
ど
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合

は
、
消
防
局
予
防
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
消

防
署
・
出
張
所
に
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
設
置
や
維
持
管
理

に
つ
い
て

ご
自
宅
の
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
は
お
済
み
で
す
か
？
点
検
は
？

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
２１
年
６
月
１

日
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
（
寝
室
）
に
設
置

義
務
化
と
な
っ
て
い
る
火
災
警
報
器
を
ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
、
火
災
を
早
期

に
発
見
し
大
切
な
家
族
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
に
も
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
の

で
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い
、
１０
年
を
目

安
に
作
動
し
な
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

も
し
も
の
時
に
備
え
て
新
し
い
物
に
取
り
替

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ほ
こ
り
な
ど
が
機
器
内
に
入
り
誤

作
動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
定
期

的
に
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

佐
世
保
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「http://w
w
w
.119.ecnet.jp/

」

連
絡
先

佐
世
保
市
消
防
局

予
防
課

☎
（
０
９
５
６
）
２３－

２
５
３
９

東
消
防
署

西
彼
出
張
所

☎
（
０
９
５
９
）
３７－

７
１
１
９

大
崎
出
張
所☎

（
０
９
５
９
）
２９－

１
１
１
９

大
瀬
戸
出
張
所

☎
（
０
９
５
９
）
２２－

１
３
０
７

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
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「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
…
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

１１
月
１６
日（
月
）か
ら
１１
月
２２
日（
日
）

受
付
時
間

８
時
３０
分
か
ら
１９
時

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
１０
時
か
ら

１７
時

受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

（
全
国
共
通
）

長
崎
地
方
法
務
局

長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

空
き
家
改
修
補
助
金
制
度

創
設

移
住
希
望
者
の
移
住
促
進
を
図
る
目
的
で
、

市
外
移
住
希
望
者
が
利
用
す
る
空
き
家
の
改
修

補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

補
助
率

４
／
５

補
助
上
限

１
２
０
万
円

（
工
事
下
限
１０
万
円
）

活
用
希
望
の
方
は
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
そ
の
他
条
件
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
３７－

０
０
６
４

１１
月
は
被
害
者
支
援
推
進

強
化
月
間
で
す

長
崎
県
警
察
は
１１
月
１
日（
日
）か
ら
１１
月
３０

日（
月
）ま
で
の
１
か
月
間
を
「
被
害
者
支
援
推

進
強
化
月
間
」
と
定
め
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

遺
族
の
方
々
の
被
害
の
回
復
・
軽
減
、
再
被
害

防
止
な
ど
を
図
る
た
め
の
活
動
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

●
長
崎
県
警
察
本
部
警
務
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室

（
月
〜
金
曜
、
９
時
〜
１７
時
４５
分
）

☎
０
９
５－

８
２
０－

０
１
１
０（
代
）

●
西
海
警
察
署
警
務
課

（
月
〜
金
曜
、
９
時
〜
１７
時
４５
分
）

☎
２２－

０
１
１
０（
代
）

●
公
益
社
団
法
人
「
長
崎
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
」
相
談
電
話

（
月
〜
金
曜
、
１０
時
〜
１６
時
）

☎
０
９
５－

８
２
０－

４
９
７
７

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

金
利年

２
・
１５
パ
ー
セ
ン
ト

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
７５
パ
ー
セ

ン
ト
（
平
成
２７
年
５
月
１１
日
現
在
）

返
済
期
間

１５
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
１８
年
以
内

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
０
５
７
０－

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

（
０３
）
５
３
２
１－

８
６
５
６

広
告
欄

身の回りのこと お気軽に ご相談下さい 中山司法書士事務所 司法書士 中山雄一
■相続・遺産の分割・遺言に関すること。
■土地・建物に関すること。
■不動産の登記 名義変更・抵当権設定・抹消など
■会社の登記 設立・役員の変更など
■成年後見等の申立て
■その他 身に覚えのない金銭の請求を受けている、知らない業者

から請求書が届いているなど

相談は無料です。秘密は固く守られます。西海市大瀬戸町瀬戸板浦郷1133（紫雲山登り口バス停前） TEL 0959-37-0780

■債務の整理（任意整理・自己破産・個人再生）
返済がきつい、取り立てがきつい、生活費もままならないなど
⇒解決策はあります。あきらめないで。
※家計の状況に合わせた返済計画を立て直します。

■訴訟 裁判所から訴状や支払督促などが届いたら放置せず、
必ずご相談ください。

■訪問販売などの契約に関すること。

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

広報さいかい 2015年11月号

くらしの情報23



国庫補助額
３５歳以上の人
６，０００円
６，０００円

６，０００円

４，０００円

３５歳未満の人
１０，０００円
１０，０００円

１０，０００円

６，０００円

６，０００円

必要な要件

認定農業者で青色申告者
認定就農者で青色申告者
区分１または２の者と家族経営協定
を締結し経営に参画している配偶者
または後継者
認定農業者または青色申告者のいず
れか一方を満たす者で、３年以内に
両方を満たすことを約束した者
３５歳まで（２５歳未満の場合は１０年以
内）に区分１の者となることを約束
した者

区
分
１
２

３

４

５

▲住宅

▲駐車場

▲資材置場

▲土捨て場

豊
か
な
老
後
を
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

・
あ
な
た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え
は
十
分
で

す
か
？

・
老
後
の
備
え
は
、
国
民
年
金
プ
ラ
ス
農
業

者
年
金
で
！

国
民
年
金
の
支
給
額
は
、
４０
年
加
入
し
て

夫
婦
２
人
で
月
額
約
１３
万
１
千
円
で
す
。
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
な
額
と
は
い
え
ま
せ

ん
の
で
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
資
格
は
？

６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
加
入
者
（
第
１

号
）
で
、
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
れ
ば
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

（
配
偶
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。）

※
今
、
女
性
の
新
規
加
入
者
が
増
え
て
い
ま

す
。保

険
料
は
？

保
険
料
は
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
範
囲

で
自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
が
積
み
立

て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
年
金
額

が
決
ま
る
「
積
立
方
式
」
で
す
。
加
入
者
・

受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
。

給
付
を
受
け
る
の
は
何
歳
か
ら
？

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
６５
歳
か
ら
生

涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

万
が
一
、
８０
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

８０
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
老

齢
年
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
、
ご
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

他
に
特
例
は
？

１
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住

民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

２
、
次
の
場
合
、
国
が
保
険
料
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。（
最
長
２０
年
間
）

①
６０
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
２０

年
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

②
下
記
の
区
分
１
〜
５
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

（
国
庫
補
助
を
受
け
る
場
合
、
保
険
料
は
月

額
２
万
円
に
固
定
さ
れ
ま
す
。）

※
国
庫
補
助
額
と
そ
の
運
用
益
は
、
個
人
ご

と
に
積
み
立
て
ら
れ
、
原
則
６５
歳
か
ら
特
例

付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

こ
の
受
給
に
は
農
地
等
を
後
継
者
な
ど
に

引
き
継
ぐ
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
引
き

継
ぎ
の
時
期
に
つ
い
て
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
３７－

０
０
８
０

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

転
用
許
可
が
必
要
で
す

農
地
を
転
用
（
農
地
を
農
地
以
外
に
使

用
）
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
農
地
の
所
有
者
を
含
め
違
反
転
用
者
に
は

厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

・
県
と
農
業
委
員
会
が
工
事
の
中
止
を
指
示

し
、
も
と
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る
原
状
回

復
命
令
を
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
（
法
人
に
つ
い
て
は
１
億
円
の

罰
金
）
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
断
で
次
の
よ
う
な
転
用
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
！

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
３７－

０
０
８
０

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き
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大
切
な
地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
ま
し
ょ
う

１
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
地
域
農
業
の

「
人
と
農
地
の
問
題
」
を
解
決
し
て
い
く
た

め
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
基
に
、
未
来

の
設
計
図
を
作
成
し
よ
う
と
、
国
の
施
策
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
決
め
る
こ
と

○
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個
人
、
法

人
、
集
落
営
農
）
は
ど
こ
か

○
地
域
の
担
い
手
は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る

か
○
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り
方

○
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
方
針

○
近
い
将
来
の
農
地
の
出
し
手
の
状
況
（
い

つ
頃
、
ど
の
く
ら
い
出
す
意
向
か
）

○
中
心
と
な
る
経
営
体
と
そ
れ
以
外
の
農
業

者
（
兼
業
農
家
、
自
給
的
農
家
等
）
の
役

割
分
担
を
踏
ま
え
た
地
域
農
業
の
あ
り
方

（
生
産
品
目
、
経
営
の
複
合
化
、
６
次
産

業
化
）

３
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
措
置

○
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

↓

原
則
４５
歳
未
満
の
認
定
新
規
就
農
者

で
独
立
・
自
営
就
農
す
る
方

○
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間
無
利
子

化↓

認
定
農
業
者

○
経
営
体
育
成
支
援
事
業

↓

適
切
な
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
地
区

で
経
営
改
善
を
目
指
す
中
心
経
営
体

等
の
方

○
地
域
集
積
協
力
金

↓

地
域
で
一
定
割
合
以
上
の
面
積
を
ま

と
め
て
貸
し
付
け
る
地
域

※
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
１２
月
頃
に
、
市
職

員
お
よ
び
関
係
機
関
が
各
地
域
で
、
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
説
明
会
の
日
程
が

決
定
次
第
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

☎
３７－

０
０
７
０

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
類
等
を
集
荷
し
ま
す

施
設
栽
培
や
野
菜
・
果
樹
栽
培
等
で
使
用

し
た
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ

ル
ム
類
を
次
の
要
領
で
収
集
し
ま
す
。
ま
た
、

農
薬
空
容
器
や
残
農
薬
に
つ
い
て
も
回
収
し

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
、
長
崎
西
彼
農

協
各
支
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
類

集
荷
日
時

・
１１
月
２７
日（
金
）…
西
海
町
・
大
瀬
戸
町
・

大
島
町
・
崎
戸
町

８
時
３０
分
〜
１１
時
、
１３
時
３０
分
〜
１５
時

・
１１
月
３０
日（
月
）…
西
彼
町

８
時
３０
分
〜
１１
時
、
１３
時
３０
分
〜
１５
時

・
１２
月
２
日（
水
）…
全
地
区

８
時
３０
分
〜
１１
時

処
理
方
法

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・
農
業
用
廃
ポ
リ
は

分
別
、
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル：

ハ
ウ
ス
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、

ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル

ポ
リ
エ
チ
レ
ン：

マ
ル
チ
、
タ
イ
ベ
ッ
ク
、

二
重
カ
ー
テ
ン
、
チ
ュ
ー
ブ
、
肥
料
袋

集
荷
場
所

長
崎
西
彼
農
協

北
部
営
農
セ
ン
タ
ー

米
倉
庫
前
（
西
彼
町
小
迎
郷
）

負
担
金

費
用
の
３
分
の
１
（
約
６
円
／
キ
ロ
グ
ラ

ム：

諸
費
用
含
む
）
を
後
日
徴
収
し
ま
す
。

※
た
だ
し
農
協
組
合
員
以
外
は
３
分
の
２

準
備
す
る
も
の

処
理
委
託
の
た
め
委
任
状
が
必
要
で
す
の

で
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収

集
運
搬
備
え
付
け
書
面
・
運
搬
車
確
認
ス

テ
ッ
カ
ー
の
表
示
が
必
要
で
す
の
で
、
長
崎

西
彼
農
協
各
支
店
で
相
談
の
う
え
、
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

農
薬
空
容
器
お
よ
び
残
農
薬

集
荷
日

１１
月
２０
日（
金
）か
ら
２６
日（
木
）

※
日
・
祝
日
除
く

集
荷
場
所

長
崎
西
彼
農
協
各
支
店
お
よ
び
営
業
所

処
理
方
法

空
容
器
は
、
水
洗
い
３
回
を
厳
守
し
て
く

だ
さ
い
。

残
農
薬
処
理
の
負
担
金

費
用
の
３
分
の
１

※
た
だ
し
農
協
組
合
員
以
外
は
３
分
の
２

※
な
お
、
農
業
以
外
の
物
に
つ
い
て
は
、

受
取
り
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の

整
備
事
業
を
希
望
さ
れ
る
方

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が

広
が
り
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
事
業
（
国
庫
補
助
事
業
）
に
よ
る

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
受
益
者
３
戸
以
上
の
農
家

が
協
力
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
用
い
た

侵
入
防
止
柵
の
一
体
的
な
整
備
と
適
正
な
維

持
管
理
（
草
刈
り
や
点
検
・
補
修
等
）
を
行

う
地
域
に
対
し
、
必
要
な
資
材
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。（
交
付
金
の
配
分
等
に
よ
り
一

部
自
己
負
担
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

平
成
２８
年
度
で
当
該
事
業
の
実
施
を
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
の
内
容
を
と
り
ま
と
め
、

農
林
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

要
件①

受
益
戸
数
…
３
戸
以
上

②
そ
の
他
…
現
に
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
に
お
い

て
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
一
体
的
な

整
備
（
受
益
者
に
よ
る
自
力
施
工
）
と

１４
年
間
（
耐
用
年
数
）
の
適
正
な
維
持

管
理
が
で
き
る
こ
と
。

申
請
内
容

①
受
益
者
名

②
設
置
延
長

③
受
益
面
積

④
被
害
面
積
お
よ
び
被
害
作
物
等

申
請
期
限

平
成
２８
年
１
月
２９
日
ま
で

な
お
、
国
庫
補
助
事
業
に
該
当
し
な
い
と

き
は
、
県
や
市
の
補
助
事
業
を
利
用
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
鳥
獣
林
務
班

☎
３７－

０
０
７
０

狩
猟
解
禁
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

１１
月
１５
日
か
ら
翌
年
の
２
月
１５
日
ま
で

（
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
っ
て
は
３
月
１５
日

ま
で
）
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
法
令
で

定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
等
の
規
制
区
域
、

人
家
の
あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
等
を
除
く

山
野
、
海
岸
等
で
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

狩
猟
期
間
中
は
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①

山
歩
き
や
遠
足
に
出
か
け
る
と
き
は
、

目
的
地
お
よ
び
そ
の
行
程
が
狩
猟
が
行

わ
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、

事
前
の
安
全
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②

山
野
を
歩
い
た
り
、
山
林
・
田
畑
で
作

業
す
る
際
は
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
（
目
立
た
な
い
服

装
は
獣
と
誤
認
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。）、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
し
て
自
分

の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
登
山
歩
道
か
ら

は
ず
れ
た
り
、
や
ぶ
の
中
に
入
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
単
独

行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③

狩
猟
に
伴
う
、
危
険
と
思
わ
れ
る
行
為

や
事
故
を
見
聞
し
た
と
き
は
、
最
寄
り

の
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

④

狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

長
崎
県
農
山
村
対
策
室
、
県
の
各
振
興

局
お
よ
び
西
海
市
農
林
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
農
山
村
対
策
室

（
長
崎
市
江
戸
町
２－

１３
）

☎
０
９
５－

８
９
５－

２
９
１
７

県
央
振
興
局

農
業
企
画
課

（
諫
早
市
永
昌
東
町
２５－

８
）

☎
０
９
５
７－

２２－

０
３
８
９

西
海
市
農
林
課

（
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

２
２
７
８－

２
）

☎
０
９
５
９－

３７－

０
０
７
０

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
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「
広
尾
サ
ン
タ
メ
ー
ル
」
と
は
、
姉
妹
都
市
の
北
海
道

広
尾
町
「
広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
の
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

届
く
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
絵
本
作
家
の
永
田
萠
さ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
２
０
５
万
通
を

日
本
や
世
界
各
地
に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
大
切
な
方
へ
サ
ン
タ

メ
ー
ル
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
方
法

・
郵
便
申
込
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
あ

り
ま
す
。
申
込
料
金
は
１
通
５
０
０
円
で

す
。

・
郵
送
の
場
合
は
定
額
小
為
替
を
使
っ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
用
紙
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
を

ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

１１
月
１
日（
日
）〜
１２
月
１０
日（
木
）

※
今
年
も
「
第
６
回
西
海
大
鍋
ま
つ
り
」

の
会
場
で
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

会
場
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
広
尾
町
役
場
水
産
商
工
観
光
課
サ

ン
タ
ラ
ン
ド
係

（
０
１
５
５
８－

２－

０
１
７
７
）

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
！

－

西
海
市
商
工
会－

西
海
市
商
工
会
で
は
、
商
工
会
合
併
１０
周

年
を
迎
え
た
今
年
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
西
海
市
商
工
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
各
一
点
を
選

定
し
、
商
工
会
で
使
用
す
る
こ
と
で
、
商
工

会
と
会
員
企
業
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
可

能
で
す
。
ま
た
、
採
用
者
に
は
賞
金
総
額
１５

万
円
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
期
間
は
、
１０
月
２６
日（
月
）〜

１２
月
１１
日（
金
）ま
で
。
そ
の
他
応
募
方
法
等

詳
し
く
は
、
募
集
チ
ラ
シ
お
よ
び
西
海
市
商

工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
等
募
集
係
」
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
商
工
会
／
☎
３７－

５
４
０
０
・
担

当：

田
中

西
海
市
の
歴
史
ロ
マ
ン
の

謎
に
迫
る

西
海
市
の
歴
史
・
自
然
に
つ
い
て
、
よ
り

深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
（
全
４
回
）」
を
今

年
度
も
開
催
し
ま
す
。
西
海
市
の
自
然
・
歴

史
に
つ
い
て
、
新
し
い
魅
力
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
回

期
日

１２
月
９
日（
水
）
１３
時
〜
１５
時

会
場

大
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師

森

浩
嗣
（
西
海
市
学
芸
員
）

テ
ー
マ

「
西
海
市
の
地
質
形
成
と
化
石
」

第
２
回

期
日

平
成
２８
年
１
月
１３
日（
水
）

１３
時
〜
１５
時

会
場

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

髙
木

龍
弘
（
西
海
市
学
芸
員
）

テ
ー
マ

「
原
始
・
古
代
の
西
海
市
と
遺
跡
」

第
３
・
４
回
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
以
降

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
３７－

０
０
７
９

※
各
講
座
に
つ
い
て
、
予
約
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
中
止
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
内
に
あ
る
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
、
改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
２８
年

３
月
３１
日
ま
で
の
期
間
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
は
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
完
備

の
人
工
芝
コ
ー
ト
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
！

中
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
が
決
定

平
成
２８
年
度
か
ら
、
西
海
市
内
の
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
国
語

三
省
堂

○
書
写

光
村
図
書

○
社
会

東
京
書
籍

○
地
図

帝
国
書
院

○
数
学

東
京
書
籍

○
理
科

東
京
書
籍

○
音
楽

教
育
芸
術
社

○
美
術

開
隆
堂

○
保
健
体
育

東
京
書
籍

○
技
術
・
家
庭

開
隆
堂

○
英
語

開
隆
堂

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム
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新規募集

市営住宅等入居者募集 【１１月４日～１１月１７日】
所在地 団地名 種別 戸数 棟 号 規格 面積㎡ 家賃 備考

西彼町大串郷１８２８番地１ 大串第１団地 市営 １ １ ４ ３K ５１．９０ １０，９００円～１６，２００円 ♯
西彼町大串郷１８２８番地１ 大串第１団地 市営 １ ３ ４ ３K ５４．９０ １１，７００円～１７，５００円 ♯
西彼町大串郷１８２８番地１ 大串第１団地 市営 １ ４ ４ ３K ５４．９０ １１，７００円～１７，５００円 ♯
西彼町大串郷１５７５番地３ 大串単独住宅 単独 １ Ｂ ４ ３DK ６１．８８ ２５，０００円
西彼町上岳郷３３１番地５ 上岳第２単独住宅 単独 １ １ ２０３ ３DK ７５．９０ ３０，０００円～６０，０００円
西海町大田原郷４４６番地１ 日守団地 市営 １ － １０３ ３LDK ６１．１０ １６，３００円～２６，３００円 ♯
西海町中浦南郷４２５番地１ 中浦団地 市営 １ － ３０１ ３LDK ６３．４０ １７，５００円～２６，１００円 ♯
西海町七釜郷１８９５番地１ 七釜団地 市営 １ － ３０３ ３LDK ６６．２０ １８，４００円～２７，４００円 ♯ ☆
西海町七釜郷１８９５番地１ 七釜団地 市営 １ － １０２ ３LDK ６６．２０ １８，４００円～２７，４００円 ♯
西海町横瀬郷３７５２番地１ 横瀬団地 特公賃 １ ４ ３LDK ８０．３０ ３５，０００円
西海町丹納郷２４７１番地１ 丹納団地 市営 １ １０４ ３LDK ７５．３０ ２３，６００円～３５，１００円 ♯
大島町１８９４番地１３ 間瀬団地 市営 １ Ｃ １０１ ２DK ５４．９０ １７，６００円～２６，３００円 ♯ ※
大島町１８９４番地１３ 間瀬団地 市営 １ Ｃ １０２ ２DK ５４．９０ １７，６００円～２６，３００円 ♯ ※
大島町２５５７番地６ 徳万団地 市営 ２ Ａ・Ｂ ＊ ３LDK ７２．４０ ２２，４００円～３３，３００円 ♯
大島町１７９３番地１ 浜町団地 市営 １ Ｅ ４０１ ３K ４９．２０ １０，７００円～１６，０００円 ♯ ※
大島町１７９３番地１ 浜町団地 市営 １ Ｅ ４０６ ３K ４９．２０ １０，７００円～１６，０００円 ♯ ※
大島町１７９３番地１ 浜町団地 市営 １ Ｅ ５０４ ３K ４９．２０ １０，７００円～１６，０００円 ♯ ※
大島町１７８６番地 浜町団地 県営 ４ １－１ ＊ ３DK ４９．２３ １１，３００円～１６，９００円 ♯
大島町１８１３番地８ 真砂団地 市営 ３ Ａ－１ ＊ ３DK ５１．２０ １１，６００円～１７，３００円 ♯
大島町１８１３番地８ 真砂団地 市営 １ Ａ－１ ２０４ ３DK ５１．２０ １１，６００円～１７，３００円 ♯ ☆
大島町１８１３番地８ 真砂団地 特公賃 １ Ａ－１ ４０１ ３DK ５１．２０ ２９，６００円
大島町１８１３番地８ 真砂団地 市営 １ Ａ－２ ２０１ ３DK ６１．００ １５，１００円～２２，４００円 ♯
大島町１８１３番地８ 真砂団地 改良 １ Ｋ－３ ４０２ ３DK ５８．７０ １４，７００円～２１，９００円 ♯
大島町１８１２番地２ 真砂改良住宅 改良 １ ８ ２ ３DK ６６．６８ １７，２００円～２５，６００円 ♯
大島町１８１３番地８ 真砂団地 県営 ４ ２－１ ＊ ３DK ６１．８３ １６，２００円～２４，１００円 ♯
大島町１８１３番地８ 真砂団地 県営 １ ２－１ ４０１ ３DK ６１．８３ １６，２００円～２４，１００円 ♯
大島町４１８３番地 白浜団地 市営 １ Ａ ２ ３DK ５４．８０ ９，２００円～１３，６００円 ♯
大島町５５０４番地１ 塔ノ尾団地 市営 １ Ｂ １ ３DK ６１．８８ １１，２００円～１６，７００円 ♯
大島町５５０４番地１ 塔ノ尾団地 市営 １ Ｃ １ ３DK ６１．８８ １１，２００円～１６，７００円 ♯
大島町３５０７番地１ 中戸団地 市営 １ Ａ ２ ３DK ６８．８０ １６，５００円～２４，５００円 ♯
大島町３５０７番地１ 中戸団地 市営 １ Ｂ ２ ３DK ６８．８０ １６，３００円～２４，３００円 ♯
大島町３５０７番地１ 中戸団地 市営 １ Ｃ １ ３DK ６８．８０ １６，３００円～２４，３００円 ♯
大島町２１９番地１０ 黒瀬団地 市営 ５ Ａ ＊ ３DK ６８．８０ １６，９００円～２５，２００円 ♯
大島町５３５２番地 太田尾団地 市営 １ Ｃ ２ ３LDK ６４．８０ １７，３００円～２５，８００円 ♯
大島町８５７番地１ 内浦団地 市営 １ Ｄ ３０２ ３LDK ７４．６０ ２１，８００円～３２，５００円 ♯
大島町８４７番地３ 内浦第２単独住宅 単独 １４ １ ＊ ３DK ５３．９８ ３７，１００円 ※
大島町８４７番地３ 内浦第２単独住宅 単独 ２ １ １０１・１０５ ３DK ５３．９８ ３７，１００円
大島町８４７番地３ 内浦第２単独住宅 単独 ５ ２ ＊ ３DK ５３．９８ ３７，１００円 ※
大島町８４７番地３ 内浦第２単独住宅 単独 １ ２ １０５ ３DK ５３．９８ ３７，１００円
崎戸町蠣浦郷６０番地 浅間団地 市営 １ Ａ １０２ ３DK ６２．５０ １９，１００円～２８，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷６０番地 浅間団地 市営 １ Ａ ２０２ ３DK ６２．５０ １９，１００円～２８，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷６０番地 浅間団地 市営 １ Ｃ １０２ ３DK ６８．７０ ２１，２００円～３１，６００円 ♯
崎戸町蠣浦郷６０番地 浅間団地 市営 １ Ｄ １０２ ３DK ７０．５０ ２２，１００円～３２，９００円 ♯
崎戸町蠣浦郷６０番地 浅間団地 市営 １ Ｄ ２０１ ３DK ７０．５０ ２２，１００円～３２，９００円 ♯
崎戸町蠣浦郷２０６０番地４ 浅間団地 市営 １ Ｆ １０３ ２DK ４７．９０ １５，３００円～２２，７００円 ♯ ※
崎戸町蠣浦郷２０６０番地４ 浅間団地 市営 １ Ｆ １０４ ２DK ４７．９０ １５，３００円～２２，７００円 ♯ ※
崎戸町蠣浦郷１７番地１５ 浅間単独住宅 単独 １ １０３ ３LDK ８１．６０ ３４，０００円
崎戸町蠣浦郷１９５２番地 奥浦団地 市営 １ Ｂ ２０１ ３LDK ６１．１０ １７，０００円～２５，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１９５２番地 奥浦団地 市営 １ Ｂ ４０２ ３LDK ６１．１０ １７，０００円～２５，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１３７３番地１ 内鍬田団地 市営 ４ Ａ ＊ ３DK ６１．８０ １５，５００円～２３，１００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１３７２番地１ 内鍬田団地 市営 ７ Ｂ ＊ ３DK ６１．８０ １５，７００円～２３，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１３７２番地１ 内鍬田団地 市営 １ Ｂ ３０４ ３DK ６１．８０ １５，７００円～２３，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１３７２番地１ 内鍬田団地 市営 ８ Ｃ ＊ ３DK ６１．１０ １５，８００円～２３，５００円 ♯
崎戸町本郷１６６８番地２ 浄心団地 市営 １ １ ２０３ ３LDK ６８．２０ ２０，３００円～３０，２００円 ♯
崎戸町本郷１１３６番地１ 本郷団地 市営 １ １ １０２ ３LDK ６２．２０ １７，１００円～２５，４００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１００５番地３３ 東山団地 市営 ８ － ＊ ３LDK ６２．５６ １６，８００円～２５，０００円 ♯
崎戸町蠣浦郷１００５番地３３ 東山団地 市営 １ Ｂ １ ２LDK ５７．７０ １５，１００円～２２，６００円 ♯ ※
崎戸町蠣浦郷１００５番地３４ 東山団地 市営 １ Ｃ １ ２LDK ５７．７０ １５，４００円～２２，９００円 ♯ ※
大瀬戸町多以良内郷４２３番地１ 多以良団地 市営 １ Ａ ２０２ ３DK ６９．２０ １６，０００円～２３，８００円 ♯
大瀬戸町瀬戸東浜郷１５３番地１ 東浜単独住宅 単独 １ Ｄ １ ３K ４６．００ １８，０００円 ※
大瀬戸町松島内郷１３８３番地 松島釜浦団地 市営 １ Ｂ ４ ３DK ６６．２０ １３，０００円～１９，４００円 ♯

備考欄に☆マークのついた住宅は、火災による焼死などの事情による改修のため長期間空き家となっていた住宅です。
備考欄に※マークのある住宅は、単身での入居が可能です。
備考欄に♯マークのある住宅は入居者の所得により家賃が変動します。
備考欄に◎マークのある住宅は入居前の整備が完了しています。
＊マーク：空き部屋状況
徳万団地 Ａ棟 ３０４ Ｂ棟 ２０２ 浜町団地（県営） １０２ ３０３ ５０３ ５０４
真砂団地（市営）Ａ－１棟：１０４ ５０２ ５０６ 真砂団地（県営）２－１棟：２０２ ２０５ ３０７ ４０２ 黒瀬団地 １ ２ ４ ５ ６
内浦第２単独住宅 １棟部屋：１０２ １０３ １０６ １０８ ３０５ ３０８ ４０３ ４０７ ５０１ ５０２ ５０３ ５０４ ５０６ ５０８（うち４・５階は単身入居可能）

２棟部屋：１０４ １０８ ５０２ ５０６ ５０７（うち４・５階は単身入居可能）
内鍬田団地 Ａ棟：４０１ ４０３ ４０４ ５０１ Ｂ棟：１０２ ３０２ ４０１ ４０２ ４０３ ５０１ ５０２ Ｃ棟：２０２ ２０３ ２０４ ３０２ ３０４ ４０１ ５０３ ５０４
東山団地 １棟：１０２ １０３ １０４ ２０２ ２０３ ２０４ ３０１ ３０２
○募集受付期間 １１月４日（水）～１１月１７日（火）
○入居資格
・市税等を滞納していない者であること。
・暴力団員でないこと。
・世帯収入認定額（月額）が右表の範囲であること。 家賃の３倍以上

収入制限なし
公社
単独住宅

１１万４千円以下
１５万８千円以下
１５万８千円以上

改良住宅
市営・県営
特公賃

・同居親族を有すること（ただし、誕生日が昭和３１年４月１日以前の方は単身での入居が可能な場合もありますのでご相談ください。）
○敷金 家賃の３か月分
○申込方法 本庁住宅建築課および各総合支所に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、必要な書類を添付し、提出してください。
○入居者の決定方法 同一住戸に複数の申込みがあった場合、原則として選考により決定します。
○入居時期 入居決定日から１か月～２か月後の入居となります。
◎注意事項
・市営住宅等では、犬や猫その他の動物の飼育および近隣住人に迷惑を及ぼすような行為は固く禁止しております。
・入居決定された方は、住宅入居前に連帯保証人（西海市内在住）の方が２名必要ですので、あらかじめご了承ください。
・募集する住宅は、都合により変更することがあります。
・市営住宅等では、原則１世帯１区画駐車場の整備がされていますが、中には整備されていない住宅もありますのでご注意ください。
・詳しくは、住宅建築課公営住宅班３７－００２１または各総合支所までお問い合わせください。
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さいかいし
おいしかネ～

※地域おこし協力隊の大城戸優子です。平
成２６年８月号から１６回の連載をさせてい
ただきましたが、今号をもちまして終了
とさせていただきます。ご指導やご愛読
ありがとうございました。

高
齢
者
の
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談
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０
０
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年
以
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増
加
傾
向
が
続
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て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
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ラ
ブ
ル
は
判
断
力
の
衰
え

を
ね
ら
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お

金
」「
健
康
」「
孤
独
」
と
い
う
高
齢
者
の

大
き
な
不
安
に
悪
質
業
者
が
巧
み
に
つ
け

込
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で
い
る
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ス
が
み
ら
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ま
す
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ま
た
、
高
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は
家
に
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る
こ
と
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多

く
、
訪
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や
電
話
勧
誘
販
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る
ト
ラ
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ル
に
あ
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や
す
い
の
も
特
徴
で

す
。

【
訪
問
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売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
例
】

訪
問
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売
で
は
、
判
断
能
力
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不
十
分

な
高
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者
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ら
っ
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布
団
や
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器
、
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を
契
約
さ
せ
る
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ー
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が

あ
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
健
康
へ
の

不
安
に
対
し
て
、「
病
気
が
治
る
」、「
体

の
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み
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和
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ぐ
」
と
長
時
間
に
わ
た
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巧
み
に
勧
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し
、
健
康
食
品
や
電
気
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療

器
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ど
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そ
の
日
の
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に
購
入
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せ
よ
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と
し
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
処
法
】

①

事
業
者
が
家
に
来
た
場
合

家
に
入
れ
る
と
断
り
づ
ら
く
な
る
の
で
、

家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
勧

誘
さ
れ
て
も
そ
の
日
の
う
ち
に
申
し
込
ま

ず
、
誰
か
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
慎
重
に

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

②

電
話
で
勧
誘
さ
れ
た
場
合

興
味
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。特
に
、「
高
価
で
買
い
取
る
」「
謝

礼
を
払
う
」「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
」

な
ど
と
い
う
電
話
に
は
耳
を
貸
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
は
っ
き
り
断
っ
て
す
ぐ
に
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
高
齢
者
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
】

身
近
な
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て

い
な
い
か
見
守
り
を
す
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。
日
頃
か
ら
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
高
齢
者
宅
に
不
審
な
契
約
書

や
商
品
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
販
売
業
者
を
信
頼
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
は
、

責
め
た
り
せ
ず
、
経
緯
を
聞
き
取
り
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
相
談
専
用
）

☎
３７－

０
１
４
５

《作り方》
①牛乳を鍋（アルミ以外）で約８０℃（沸騰
する手前）に温める。

②①にレモン汁を加え、しずかにまぜる。
③しばらくおき、白いかたまりができたら、
キッチンペーパーでこす。

④こしたものを耳たぶくらい（ふわふわ）
の堅さにしぼる。

⑤冷蔵庫で冷やして、みかんとくるみ（ピー
ナッツでも可）をあえる。

⑥ハチミツをかけて食べるとおいしい！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ミ
ニ
知
識

今
月
は

【
高
齢
者
が

ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
！
】

ゆーこキッチン
今回は「手作りカッテージチーズとみかん
のデザート」にチャレンジ！
西海市の特産品、みかんのおいしい季節に
なりました。たくさん食べたいですね！こ
した後の残り汁はカルシウムがたくさん
入ってるので、冷やしてハチミツを入れて
飲んだり、トマト風味の料理（ミネストロー
ネスープなど）に入れてもおいしいです。

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

広報さいかい 2015年11月号
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終
了
間
近
！
食
べ
る
な
ら
今
‼

〜
第
１７
弾
さ
い
か
い
丼
フ
ェ
ア
〜

１０
月
３
日（
土
）か
ら
西
海
市
内
各
店
舗
で
開

催
し
て
い
る
第
１７
弾
さ
い
か
い
丼
フ
ェ
ア
も
１１

月
２８
日（
土
）に
最
終
日
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
、
前
回
か
ら
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
し
て
、
丼
１
杯
千
円
以
下
で
提
供
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
や
豪
華
な

さ
い
か
い
丼
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
い
か
い
丼
フ
ェ
ア
を
今
回
初
め
て
知
っ
た

人
や
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー

な
ど
多
く
の
方
が
西
海
市
を
訪
れ
、
新
鮮
な
食

材
と
自
慢
の
腕
を
活
か
し
て
作
ら
れ
た
様
々
な

さ
い
か
い
丼
を
食
べ
て
満
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
さ
い
か
い
丼
を
食
べ
て
い
な
い
方
！

最
終
日
ま
で
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
気
に
な
る

お
店
に
、
マ
イ
箸
を
も
っ
て
ぜ
ひ
と
も
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
観
光
協
会

☎
３７－

５
８
３
３

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
３７－

０
０
６
４

西
海
市
商
工
会

☎
３７－

５
４
０
０

姉
妹
都
市
・
宮
崎
県
西
都
市

が
今
年
も
西
海
大
鍋
ま
つ
り

に
参
加
し
ま
す
！

今
年
の
西
都
市
地
元
鍋
「
西
都
発
ホ
ワ
イ
ト

ス
ー
プ
」
は
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
と
鶏
肉
を
牛

乳
と
味
噌
で
煮
込
ん
だ
ス
ー
プ
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
牛
乳
と
味
噌
の
ス
ー
プ
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

地
元
鍋
以
外
に
も
、「
ビ
ー
フ
タ
ル
タ
ル
丼
」

が
出
店
し
ま
す
。
ご
飯
の
上
に
、
甘
辛
く
煮
詰

め
た
牛
肉
と
玉
葱
が
の
っ
て
、
さ
ら
に
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
が
か
け
ら
れ
た
食
が
進
み
そ
う
な
一

品
で
す
。

そ
し
て
、
好
評
に
つ
き
今
年
も
提
供
さ
れ
る

「
ゆ
ず
ビ
ー
ル
」
は
、
ビ
ー
ル
が
苦
手
な
方
で

も
飲
み
や
す
く
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。

物
産
品
で
は
、
海
が
な
い
西
都
市
で
頻
繁
に

食
べ
ら
れ
る
川
魚
「
鮎
」
が
炭
火
で
焼
か
れ
て

販
売
さ
れ
ま
す
。

大
鍋
ま
つ
り
で
は
、
西
都
市
の
食
文
化
に
ぜ

ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
海
大
鍋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
）
☎
３７－

０
０
６
４

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

広報さいかい 2015年11月号

健康テレホン・人口の動き

１１
月
の
テ
ー
マ

月
き
ん
い
し
ゅ
く
せ
い
そ
く
さ
く
こ
う
か
し
ょ
う

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

火
ふ
く
へ
き

腹
壁
ヘ
ル
ニ
ア

水
び
ょ
う

じ

ほ
い
く

か
つ
よ
う
ほ
う

病
児
保
育
の
活
用
法

木
ひ
ぶ
ん
し
ょ
う

飛
蚊
症

金
ち
ゅ
う

い
け
っ
か
ん
た
ど
う
せ
い
し
ょ
う
が
い

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

土・日
に
ょ
う
へ
い

に
ょ
う

つ

尿
閉
〜
尿
が
詰
ま
っ
た

ら
〜 健

康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

９ 月 中

外国人
１６
３
０
０

※平成24年7月9日
から外国人が住民
基本台帳法の対象
に含まれるように
なりました。

日本人
３５
７２
１７
４９

転入
転出
出生
死亡

前月比

－５７
３

－３１
１０
－２６
－７
－２２
１
２

平成２７年
９月３０日現在
２９，１７５
３５３

１４，０７５
２９２

１５，１００
６１

１２，３８９
３４
３１０

日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
混 合
外国人

人 口

男

女

世帯数

各 町 別
大瀬戸
６，２７３

６
３，０６０

０
３，２１３

６
２，８１０

５
１

崎 戸
１，５６８

４
７３８
２

８３０
２

８７９
１
２

大 島
５，０４１
２９９

２，５２２
２８１

２，５１９
１８

２，５５１
１２
２８１

西 海
７，６４２

８
３，６１３

２
４，０２９

６
２，８９７

６
１

西 彼
８，６５１
３６

４，１４２
７

４，５０９
２９

３，２５２
１０
２５

� 0120-555-203 携帯電話
不可

095-826-5511
＊祝日は、前日のテープが流れます。

「健康一口メモ２８集」発売中 健康テレホンサービスで２０１４
年の一年間放送された原稿をまとめた小冊子を４００円で発売し
ています。ご注文は下記の問い合わせ先までお願い致します。

長崎県保険医協会 長崎市恵美須町２‐３‐２Ｆ
☎095-825-3829／FAX 095-825-3893

長 崎

観
光
ト
ピ
ッ
ク
西
海
観
光
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
詳
し
く
は

西
海
市
観
光
協
会
☎
３７－

５
８
３
３
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１１月

30

西
海
市
の

人
口
の
動
き

海
西



市
長
の

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
市
長
の
田

中
で
す
。
い
よ
い
よ
秋
も
深
ま
り
紅
葉

が
見
ご
ろ
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

例
年
よ
り
山
の
色
づ
き
が
早
く
鮮
や
か

な
感
じ
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が

如
何
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
紅
葉
の
名
所
と
し
て
名
高
い

東
京
都
奥
多
摩
町
に
公
務
出
張
の
機
会

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奥
多
摩
は
東
京
都

の
多
摩
地
域
北
西
部
に
あ
り
、
埼
玉
県

と
山
梨
県
境
に
接
し
て
い
ま
す
。
山
々

が
連
な
る
渓
谷
の
素
晴
ら
し
さ
は
「
秩

父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
東
京
都
の
オ
ア
シ
ス
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
の
大
自
然
は
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
「
お
く
た
ま
巨
樹
に
癒
さ
れ

る
森
」
と
し
て
、
科
学
的
な
観
点
か
ら

健
康
的
に
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
原
鍾

乳
洞
が
あ
り
、
石
灰
岩
の
採
掘
は
今
な

お
操
業
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
２２
回
日
本
観
光
鍾
乳
洞

協
会
総
会
、
第
２８
回
日
本
鍾
乳
洞
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
奥
多
摩
が
昨
年
の
七
釜
鍾

乳
洞
に
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
観
光
鍾
乳
洞
協
会
が
よ
り
連
携
を
深

め
個
別
の
鍾
乳
洞
の
魅
力
を
高
め
国
内

外
の
入
洞
者
を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
事
な
ど
、
多
く
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
七
釜
鍾
乳

洞
に
つ
い
て
申
せ
ば
、
他
の
鍾
乳
洞
は

一
億
年
以
上
を
要
し
た
サ
ン
ゴ
礁
群
の

石
灰
岩
で
あ
る
の
に
対
し
、
七
釜
鍾
乳

洞
は
３
０
０
０
万
年
前
と
非
常
に
若
く

石
灰
藻
類
「
藻
の
化
石
」
か
ら
な
る
鍾

乳
洞
と
し
て
、
日
本
で
は
他
に
例
を
み

ま
せ
ん
。
化
石
の
森
は
学
術
的
見
地
か

ら
世
界
遺
産
に
値
す
る
の
で
は
と
の
評

価
も
あ
り
ま
す
の
で
、
内
外
か
ら
人
を

呼
べ
る
地
域
資
源
と
し
て
更
な
る
再
生

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
先
月
は
、
長
崎
県
市
長
会
主
催

に
よ
る
市
長
行
政
視
察
研
修
が
１０
月
５

日
か
ら
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
」「
長
崎
新
幹
線
開
通
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
を
研
修
課
題
と
し

て
先
進
地
を
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
構
成
施
設
は
す
で
に
イ
コ

モ
ス
の
調
査
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
必

ず
や
期
待
さ
れ
る
答
え
が
下
さ
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
と
し
て
、
群
馬
県
富

岡
市
の
富
岡
製
糸
場
に
つ
い
て
説
明
と

現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
耐
震
補
強

の
最
中
で
し
た
が
町
が
一
変
す
る
ほ
ど

観
光
客
が
増
え
た
と
の
こ
と
。
こ
の
日

も
相
当
の
人
出
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
岡
市
か
ら
今
年
３
月
開

通
し
た
北
陸
新
幹
線
に
て
石
川
県
金
沢

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
金
沢
駅
を
降
り
立

つ
や
駅
前
通
り
の
鼓
を
か
た
ど
っ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、
目
を
引
く
調

和
の
と
れ
た
開
発
が
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
駅
前
広
場
の
人
出
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
し
保
存
と
開
発
の
調
和
を
基
本

理
念
と
し
て
新
幹
線
効
果
を
も
ろ
に
引

き
出
す
こ
と
が
出
来
た
成
功
例
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て

金
沢
市
長
、
山
野
之
義

様
よ
り
「
北
陸
新
幹
線

開
業
と
金
沢
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
概
念

か
ら
人
材
育
成
の
基
盤
、

金
沢
市
独
自
条
例
の
果

た
す
効
果
を
拝
聴
後
、

理
念
で
あ
る
「
責
任
と

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
金

沢
」「
都
市
像
は
世
界

の
交
流
拠
点
都
市
」
を
目
指
す
姿
勢
に

つ
い
て
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
金
沢
が
ひ
と
つ
に
な
る
日
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
が
ま
ち
に
元
気
を
プ
ラ
ス

し
て
く
れ
る
」
と
話
さ
れ
、
実
現
の
運

び
と
な
っ
た
第
１
回
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
に

は
１
万
２
千
人
が
健
脚
を
競
う
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
古
き
伝
統
文
化
を
守
り
調

和
と
改
革
が
印
象
的
で
し
た
。

広報さいかい 2015年11月号

市長コラム

●
ま
ち
づ
く
り

●
き
ょ
う
い
く
の
広
場

●
環
境
ニ
ュ
ー
ス

●
ほ
け
ん
と
ふ
く
し

●
ま
ち
の
話
題

●
く
ら
し
の
情
報

●
健
康
テ
レ
ホ
ン
・

人
口
の
動
き

●
市
長
コ
ラ
ム

▲七釜鍾乳洞
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「
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券

プ
レ
ミ
ア
ム
」

有
効
期
限
の
お
知
ら
せ

西
海
市
商
工
会
が
発
行
し
て
い
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
「
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
プ

レ
ミ
ア
ム
」
の
有
効
期
限
は
、
１１
月
３０
日

（
月
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
盟
店
に
よ
っ
て
営
業
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
加
盟
店
ご
と
の

店
休
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
商
工
会
「
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
プ

レ
ミ
ア
ム
」
係

携
帯：

０
７
０－

１
４
５
０－

７
４
６
９

（
ほ
っ
と
券
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
平
日
１０
時

〜
１６
時
）

☎：

３７－

５
４
０
０
（
西
海
市
商
工
会
）

大
学
生
の
頃
、
こ
の
時
期
は
学
園
祭
が
あ

り
ま
し
た
。
大
学
構
内
で
朝
か
ら
夜
ま
で
３

日
間
連
続
各
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
の
中
で
も
印
象
深
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は

お
化
け
屋
敷
。
怖
い
お
面
を
被
っ
た
お
化
け

役
の
私
は
、
次
々
に
来
る
お
客
さ
ん
を
後
ろ

か
ら
大
声
で
驚
か
し
、
時
に
は
泣
い
て
し
ま

う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。し
か
し
、何
と
い
っ

て
も
お
化
け
役
が
辛
い
の
は
お
客
さ
ん
が
来

る
ま
で
の
待
機
時
間
。
怖
い
音
楽
が
流
れ
る

真
っ
暗
な
部
屋
に
、
た
だ
１
人
で
待
っ
て
い

る
と
、
本
当
に
お
化
け
が
出
る
の
で
は
な
い

か
と
、
お
化
け
役
の
私
が
恐
怖
で
怯
え
て
い

ま
し
た
（
笑
）
…
（
ひ
）

編
集
者
の
ひ
と
こ
と

１２
月
分
の
水
道
料
金

お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の

口
座
振
替
日
変
更
の
お
知
ら
せ

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
口

座
振
替
は
毎
月
２５
日
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１２
月
分
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
都
合
上
、

１２
月
２１
日（
月
）に
振
替
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
納
入
通
知
書
で
直
接
、
金
融
機

関
等
で
お
支
払
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
納
期
限
は
１
月
４
日（
月
）と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
水
道
課

☎
３７－

０
０
７
２

下
水
道
課

☎
３７－

０
０
７
３

１２月分

１２月２１日（月）

１月１２日（火）

※１０・１１日が日祝日のため
※１ 振替日に引き落としができなかった場合、再度、振替を行う。

通常

毎月２５日

翌月１０日

振替日

再振替日

（※１）



く ら し の カ レ ン ダ ー
西海市

広報さいかい２０１５１１月号No．１２７

※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター
※大島離島センター：大島離島開発総合センター

平成27年
2015年

月11
日

15
●生涯学習のつどい
大島文化ホール
１３時～

●救急医療
在宅当番医

真珠園療養所（西彼）
☎２８－００３８
山崎医院（崎戸）
☎３５－３３３７
松島診療所（大瀬戸）
☎３７－０１３０

22
●救急医療
在宅当番医

金森医院（西海）
☎３２－０００６
池田医院（西海）
☎３３－２０２１

29
●第６回西海大鍋
まつり

西彼農村環境改善センター下
駐車場
９時３０分～１６時

●救急医療
在宅当番医

田中医院（西海）
☎３２－００３３
わたなべクリニック（大瀬戸）
☎２３－３００２

土

14

21

28
●第４回西海市
文化展

西彼総合体育館
武道場（２階）
９時３０分～１７時
２８日（土）～２９日（日）
開催
２９日（日）は１６時まで

金

13

20

27
●健康相談
大瀬戸保健センター
９時３０分～１１時

木

12
●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
１４時～１５時

19

26
●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
１４時～１５時

●健康相談
大島保健センター
９時３０分～１１時

水

11
●脳★はつらつ教室
西海公民館
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
１４時～１５時

●大瀬戸地区行政相談
大瀬戸コミセン
１０時～１５時

18
●脳★はつらつ教室
大島離島センター
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
崎戸本郷公民館
１４時～１５時

●西彼地区人権・
行政・法律相談

西彼保健福祉センター
１０時～１５時

25
●脳★はつらつ教室
西海公民館
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
１４時～１５時

●健康相談
西海保健センター
９時３０分～１１時

火

10
●障がい者就労相談
福祉事務所１階会議室
１３時～１５時

17

24
●健康相談
崎戸中央公民館
９時３０分～１１時

●障がい者就労相談
福祉事務所１階会議室
１３時～１５時

月

9
●大島地区行政相談
大島離島センター
１０時～１４時

16
●就学時健康診断
（西海北小・西海南
小校区）

西海保健センター
１３時３０分～

23勤労感謝の日
●救急医療在宅当番医
東内科医院（西彼）
☎２７－０１２７
雪浦ひうらクリニック（大瀬戸）
☎２２－９５０８

30
●健康相談
西彼保健福祉センター
９時３０分～１１時

健康相談（１１月・１２月）
受付時間

９：３０～１１：００

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。
保健師などによる個別相談を行います。

場 所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター

曜日
月
水
木
火
金

１１月３０日・１２月２１日
１１月２５日・１２月１６日
１１月２６日・１２月２４日
１１月２４日・１２月２２日
１１月２７日・１２月２５日

母子健康手帳交付日程
受付時間

１３：３０～１６：００

※上記の定例日以外の発行については、原則として予約制です。こども課
にご連絡ください。

※母子健康手帳交付には、印鑑が必要です。

場 所
こども課（市役所第１別館）
こども課（市役所第１別館）

曜日
金
金

１１月２０日
１２月１８日

すくすく相談会
予約締切

１１月２６日（木）
１２月１０日（木）

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市母子健康カ
レンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実
施時や各総合支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載
しています。

時 間
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

場 所
大瀬戸保健センター
大島保健センター

曜日
水
水

１２月２日
１２月１６日

子どもの予防接種
平成２７年度の麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生まれ

西彼杵医師会 ☎０９５‐８８２‐５２６８ ※専門外に対しては診療ができない場合があります。
※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。救急医療在宅当番医

乳幼児相談
受付時間

１０：００～１１：３０

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・歯
科相談・保健相談を行います。

※お誕生相談（その月に１歳のお誕生日をむかえる方が対象です。事前に
通知します。）

※妊婦相談（助産師や保健師、栄養士が対応いたします。）
※おっぱい相談（妊婦・授乳中の方の相談を助産師がお受けします。予約
優先です。）

場 所
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター
大島保健センター
西海保健センター
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター

曜日
金
火
金
火
金
火

１１月２０日
１１月２４日
１２月４日
１２月８日
１２月１８日
１２月２２日



く ら し の カ レ ン ダ ー西海市

広報さいかい２０１５１１月号No．１２７

※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター
※大島離島センター：大島離島開発総合センター

平成27年
2015年

月12
日

6
●救急医療
在宅当番医

田中クリニック（西彼）
☎２７－００３５
須山医院（大島）
☎３４－２１２３

13
●救急医療
在宅当番医

せいひ中央クリニック（西彼町）
☎２８－１１９０
浦口医院（大瀬戸）
☎２２－００１５

20
●救急医療
在宅当番医

小武医院（西海）
☎３２－２１２１
中村医院（大瀬戸）
☎２２－００１２
松島診療所（大瀬戸）
☎３７－０１３０

●西海市民音楽祭２０１５
大島文化ホール
１２時～

27
●救急医療
在宅当番医

金森医院（西海）
☎３２－０００６
池田医院（西海）
☎３３－２０２１

3

土

5

12

19

26

2

金

4
●崎戸地区人権
（特設）・行政・法
律相談

崎戸中央公民館
１０時～１６時

11

18

25
●健康相談
大瀬戸保健センター
９時３０分～１１時

1元日

木

3
●年金相談
（予約制）
大瀬戸コミセン
１１時～１５時

10
●西海地区人権
（特設）・行政・法
律相談

西海総合支所
１０時～１６時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
１４時～１５時

17

24
●健康相談
大島保健センター
９時３０分～１１時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
１４時～１５時

31
●救急医療
在宅当番医

せいひ中央クリニック（西彼町）
☎２８－１１９０
池田医院（西海）
☎３３－２０２１

水

2
●脳★はつらつ教室
大島離島センター
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
崎戸本郷公民館
１４時～１５時

9
●大瀬戸地区人権
（特設）・行政・法
律相談

大瀬戸コミセン
１０時～１６時

●脳★はつらつ教室
西海公民館
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
１４時～１５時

16
●健康相談
西海保健センター
９時３０分～１１時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
崎戸本郷公民館
１４時～１５時

23天皇誕生日
●救急医療
在宅当番医

真珠園療養所（西彼）
☎２８－００３８
山崎医院（崎戸）
☎３５－３３３７

30
●救急医療
在宅当番医

田中クリニック（西彼）
☎２７－００３５
山崎医院（崎戸）
☎３５－３３３７

火

1

8
●西彼地区人権
（特設）・行政相
談

西彼保健福祉センター
１０時～１６時

15

22
●健康相談
崎戸中央公民館
９時３０分～１１時

●脳★はつらつ教室
西海公民館
１０時～１１時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
１４時～１５時

29

月

30

7
●大島地区人権
（特設）・行政・法
律相談

大島離島センター
１０時～１６時

14

21
●健康相談
西彼保健福祉センター
９時３０分～１１時

28
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